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 ５、議 事 日 程 

 

   別紙のとおりである。 

 



 

議  事  日  程 

 

 

小値賀町議会第１回定例会 

平成２７年３月３日（火曜日）  午前１０時００分  開 会 

 

 

第 １  会議録署名議員指名（ 末永一朗議員 ・ 土川重佳議員 ） 

 

第 ２  会 期 決 定 

 

第 ３  施 政 方 針 

 

第 ４  一 般 質 問 

 

第 ５  発 議 第 ２ 号  小値賀町議会委員会条例の一部を改正する条例案 

 

第 ６  議 案 第 ３ 号  小値賀町職員定数条例の一部を改正する条例案 

 

第 ７  議 案 第 ５ 号  小値賀町特別職報酬等審議会条例の一部を改正す

る条例案 

 

第 ８  議 案 第 ６ 号  町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正 

する条例案 

 

第 ９  議 案 第 ４ 号  小値賀町各種委員等報酬及び費用弁償条例の一部

を改正する条例案 

 

第１０  議 案 第 ８ 号  小値賀町立小値賀こども園設置条例案 

 

第１１  議 案 第 ９ 号  小値賀町学校給食共同調理場設置条例案 

 

第１２  議案第１０号  商家尼忠東店の設置及び管理等に関する条例案 

 

第１３  議案第２６号  平成２７年度小値賀町一般会計予算 



 

第１４  議案第２７号  平成２７年度小値賀町国民健康保険事業特別会計

予算 

 

第１５  議案第２８号  平成２７年度小値賀町介護保険事業特別会計予算 

 

第１６  議案第２９号  平成２７年度小値賀町後期高齢者医療事業特別会

計予算 

 

第１７  議案第３０号  平成２７年度小値賀町渡船事業特別会計予算 

 

第１８  議案第３１号  平成２７年度小値賀町簡易水道事業特別会計予算 

 

第１９  議案第３２号  平成２７年度小値賀町下水道事業特別会計予算 

 

第２０  議案第３３号  平成２７年度小値賀町国民健康保険診療所特別会

計予算 

 

第２１  発 議 第 ３ 号  地方創生まちづくり特別委員会設置について 

 



 - 1 - 

午前 10 時 00 分開会 

議長（立石隆教） おはようございます。 

 ただいまから、平成 27 年小値賀町議会第 1 回定例会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付したとおりであります。 

 諸般の報告及び監査委員からの例月現金出納検査結果の報告は、印刷してお

手元にお配りしておきましたので、ご了承を願います。 

 また、NHK から本日の会議のテレビ撮影許可の申し出がありましたので、こ

れを許可します。 

 また、宮﨑議員より議会だよりに使用するために録音をしたいという申し出

がありましたので、これも併せて許可します。 

 

日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第 125 条の規定によって、4 番・末永一

朗議員、5 番・土川重佳議員を指名します。 

 

日程第 2、会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から 3 月 11 日までの 9 日間にしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から 3 月 11 日までの 9 日間に決定しました。 

 この際、ご報告いたします。 

先般、全国町村議会議長会と長崎県町村議会議長会より、次の各議員が永年

勤続功労者として表彰されましたので、ご報告いたします。 

在職議員 15 年以上、伊藤忠之議員、岩坪義光議員、以上でございます。 

心からお祝い申し上げます。 

誠におめでとうございます。 

 

日程第 3、施政方針を行います。 

 町長より施政方針の申し出がありましたので、町長の発言を許します。 

 町 長 

町長（西 浩三） 皆さん、おはようございます。 

本日、ここに、平成 27 年小値賀町議会第 1 回定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員の皆様方には、ご健勝にてご出席を賜り、厚くお礼を申し上げます。 
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国は、日本創生会議・人口減少問題検討分科会の提言を受け、人口減少克服・

地方創生のために新たに地方創生担当大臣に石破氏を起用し、まち・ひと・し

ごと創生法を平成 26 年の年末に閣議決定をしたところであります。 

法律の中で、都道府県や市町村は、地方版のまち・ひと・しごと創生総合戦

略の策定が義務付けられておりますが、27 年に入り、いよいよ本格的に動き出

しております。内容を簡略に申し上げますと、地域人口の現状分析と将来の人

口ビジョンを策定し、それぞれ独自の知恵を出した地域振興策からなる、「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定を行い、成果目標を掲げて、計画から

実施、事業の成果検証と見直しを繰り返しながら効果を上げていくことが強く

求められています。今後、議会は勿論、町民住民の皆さんのご意見等をお伺い

する機会を設けていきたいと考えています。すでに地元消費の拡大による地域

住民等緊急支援のための交付金と地方創生先行型交付金が、国の平成 26 年度補

正予算で全国の自治体に内示されておりまして、今回の一般会計 5 号補正予算

に計上したところでございます。 

 総合戦略の策定については、概ね 27 年の 9 月までに策定することとされてお

り、平成 26 年 3 月に策定をしております小値賀町総合計画を基本に、これから

策定作業に入る予定にしておりますが、先日、長崎新聞に掲載されました地域

創造に関する首長アンケートで、小値賀町長の回答としまして、策定は困難で

あるとの記事がございました。この質問には、回答が「1．自前で策定、2．国

等の支援があれば策定可能、3．策定は困難」という 3 つの選択肢の中から 1 つ

選ぶことになっておりました。新聞報道にもありますように、結果的には「マ

ンパワーが少ない中でどこまで優れた戦略を立てることができるかという点で

は厳しい」との意見をつけた上で 3 の「困難」を選んでおります。誤解を招か

ないように改めて申し上げますけども、総合戦略の策定は必要でありまして、

厳しい面もあるが、佐世保市や県北振興局との連携のとれた総合戦略にしたい

と考えております。 

そういった中で、今年から毎年、数名の職員の定年退職者が生じてまいりま

す。新規採用で補充する必要がございますが、去年からの採用試験の状況を見

てみますと、他の町に比べて応募者が極端に少なく、毎回追加募集をしている

状況にあり、今後、試験科目を減少させることや、年齢制限の引上げ等、何ら

かの対策を講じる必要があると考えています。一方、一般職や看護師や保育士

等、各種職員の研修等を積極的に実施していくことで、マンパワーの確保と職

員のスキルアップを図っていくことが、これから一層重要になってまいります。 

予算につきましては、地方選挙の年であり、通常では骨格予算ということに

なりますが、国の地方創生に向けた動きの中で、総合計画や各種計画に計上さ

れた補助事業をはじめ、地域おこし協力隊の活用や、人材育成等ソフト事業、
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施設の老朽化に対する維持補修対策や、行政システムの更新、野崎島の世界遺

産登録に向けた取組など、継続して年度当初から取組むべき事業については予

算計上をしたところでございます。詳細につきましては、主要事業一覧を印刷

してお手元に配布していますので、それをご覧いただきたいと思います。 

時間の都合もありますので、一部の紹介に留めさせていただきますが、総務

課関係では、選挙関係経費、社会保障・税番号システムの導入、佐世保・小値

賀観光圏事業計画等が 27 年度の主な事業でございます。 

住民課関係では、税金の滞納対策につきましては、昨年から法令等に基づい

た対応を図っていまして、県や長崎県国保連合会の支援を受けながら、着実な

滞納整理につながっていると考えております。また、再三の連絡にもかかわら

ず無視する滞納者については、財産調査と合わせて給与や預貯金の差押え等の

強制執行を実施しておりまして、滞納額は減少していますが、今後とも町民の

皆様と連携した滞納防止策を強力に進めてまいりたいと思いますので、皆様の

ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。次に、社会保障・税番号制度い

わゆるマイナンバー制度の導入でありますが、この制度はご存知のように、社

会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、行政の効率化や国民の

利便性、公平かつ公正な社会実現のための社会基盤整備でございます。予定と

しましては、10 月から番号の通知が皆さんにあり、平成 28 年 1 月からの利用

開始となる予定です。保健事業では、小さな離島であり医療環境が十分ではあ

りませんので、昨年同様に、予防に力点を置きながら事業を推進するようにし

ております。妊産婦から乳幼児期の対策としましては、専門医がいないことか

ら特に重要事項と位置付けて、必要な対策に積極的に取り組んでまいります。 

特別会計事業関係では、国民健康保険の医療費が上昇傾向にあります。いわゆ

る前期高齢者前後の人の重篤な疾病が近年、目立つ状況にありますので、各種

検診受診率向上を図りながら、早期発見・早期治療に結びつけることが最重要

と位置付けまして、各種対策についての分析・検討を重点的に進めてまいりま

す。後期高齢者医療につきましては、平成 26 年度から長崎県統一の保険料が全

市町に適用され、全体的には６％の上昇となっております。一方、この対策と

して、国の特別枠の補助制度が設けられましたので、本町は肺炎球菌ワクチン・

インフルエンザの予防接種や、健診のときのエコー検査及び各種がん検診の無

料化に取り組んでおりますが、昨年度に引き続き、今年も同様の取組みを行い

ます。 

福祉事務所関係では、例年どおり 4 月 4 日に戦没者慰霊祭を予定しておりま

す。今年は戦後 70 周年目を迎えることもあり、一つの区切りの年でもあります

ので、今後の慰霊祭のあり方についても検討していきたいと考えています。ま

た、昨年度、策定しました子ども・子育て支援計画、障がい者計画・障がい福
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祉計画、高齢者保健福祉・介護保険事業計画に沿って、各種事業を展開するこ

とにしております。また、昨年消費税率が上がったことにより、低所得者、子

育て世帯に対して交付金の支給がありましたが、本年度も額に変更はございま

すが、継続されることが決まっております。生活支援では、生活保護に至る前

の段階で自立支援策を講じることにより、できるだけ生活保護にならないよう、

新規に生活困窮者自立相談支援事業を実施することにしております。 

次に産業振興課関係では、本町の農業・漁業は依然として後継者不足による

高齢化、燃油の高騰による経費の増加、輸送コストの増加、藻場の衰退・資源

の減少など、その経営は大変厳しい状況が続いております。さらに有害鳥獣に

よる被害、特にイノシシによる被害が年々増加しておりまして、その対策に 25

年度・26 年度と本格的に着手しているところでございます。27 年度からは、さ

らに推し進め、「農業・漁業の繁栄なくして小値賀町の発展はない」という観点

から、その施策に全力を挙げてまいりたいと考えております。まずイノシシ対

策でございますが、25 年度に農地への侵入を防ぐべく 18.1 ㎞、26 年度に海岸

からの侵入を防ぐべく、15 ㎞のワイヤーメッシュの設置を実施しております。

さらに 27 年度には、農地への侵入を防ぐ、15 ㎞の同じくワイヤーメッシュの

設置を予算化しております。また捕獲状況については、25 年度に 19 頭、26 年

度に 49 頭、合計 68 頭を箱罠・くくり罠で捕獲しておりますが、27 年度も引き

続き各地区において、罠の数を増やすことにより、対策を強化してまいりたい

と考えております。 

 次に、農地の流動化につきましては、国が新たに、農地の担い手への集積・

集約化を促進させるために、農地の中間管理機構を創設し、県においては長崎

県農業振興公社が、小値賀町では担い手公社が主体となって、その任に当たっ

ておりますが、これまでどおり行政・農業委員会との連携を図りながら、その

推進に努めてまいりたいと考えております。また、落花生は勿論ですが、農業

生産において出荷規格に合わない、いわゆる「はねだし」等の農産物を活用す

る特産品の開発についても予算化をしております。 

 畜産につきましては、本町農業の基幹を占めるものであり、「和牛の里おぢか

牛 800 頭」を早急に達成し、安定した畜産経営に取り組んでいただくべく、関

係予算を計上いたしております。また、3 年後の宮城県における全国和牛能力共

進会に小値賀牛を出品するための予算措置も同時に行っております。 

 水産業につきましては、水産国日本の復活を実現させる取り組みとして、水

産庁によりプロジェクト「浜の応援団」が立ち上げられ、日本水産業の再生に

向け、官民挙げての動きが始まっております。本町においても、その流れに乗

り遅れることがないよう、28 年度の水産物加工場の建設に向けて、本格的に官

民一体となった協議会を 27 年度に立ち上げ、使っていない未利用魚等を使った
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新商品の開発、特産品の開発に取り組んでまいりたいと考えております。また、

町の職員により運営を続けておりましたあわび館を担い手公社に移し、農産物

と併せて販売するように計画をしております。また、従来からの燃油高騰に対

する補助、流通コスト削減に係る補助、後継者対策に係る予算化につきまして

も、引き続き実施してまいります。 

また、国の緊急支援交付金を活用しまして、2 割のプレミアムを付けました地

域振興券を発行することとしております。これが少しでも島内需要の掘り起こ

しになればと、期待をしているところでございます。 

 渡船事業につきましては、旧野首協会の世界遺産登録が実現すれば観光客が

大幅に増加することが予想されますので、ダイヤの改正も計画しております。

それに即した「第 3 はまゆう」の新船建造を計画しています。観光客が多い時

には臨時便の運航や民間の海上タクシーの活用も積極的に考えておりますし、

今後においても各種団体との連携を図りながら利用者の利便向上に努め、町民

の生活航路としてその責務を果たしてまいる所存でございます。 

 次に建設課関係では、世界遺産登録に向けた準備として、町道野崎本線の設

計業務の発注や、海岸漂着物の回収を、新年度、予定しています。また、空き

家対策として家屋の解体や改修を行い、防災や景観の保全に努めるとともに、 

町外からの移住者のための住宅の確保を急ぎたいと考えているところでござい

ます。漁港事業や下水道事業につきましても、継続事業を実施し、施設の長寿

命化や安全性を図りたいと考えています。 

 教育委員会関係では、長崎県では「長崎の明日を開く人・学校・地域づくり」

に向けて、長崎県が目指すべき姿や、その実現への取組を示した「第 2 期長崎

県教育振興基本計画」が策定をされました。これを受けて本町においても、「小

値賀町教育振興基本計画」の策定に昨年から着手し、何度もの協議を行い、先

般完成したところです。 

学校関係では、小中学校給食共同調理場建設工事も無事に完成しております

が、今後、教職員人事異動により、栄養職員が配置される予定になっておりま

す。また、調理業務に関しては、社会福祉協議会に委託する予定にしており、4

月から栄養職員及び調理員に対する調理器具の取扱講習会、また長崎県体育保

健課によります調理実習研修等が行われますし、給食共同調理場独自での調理

実習も行うことになります。また、栄養職員の配置後、町内の学校給食への食

材納入業者との協議会も開催し、6 月からの完全給食に向けて万全の準備を進め

て行く計画となっています。また、小学校では学校完全給食が始まることで、

平成 26 年度に引き続き、長崎県公立学校給食健康教育研究校の指定を受けてお

りますので、食育教育の研究を全職員で取り組んでおります。また、27 年度に

は、小学校において 3 年に 1 度の新教科書採択の年にあたっておりますので、
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関係予算を当初予算に計上をいたしております。 

 次に国の施策でもあります、「認定こども園」につきましては、国への申請等

も終了し、保護者へのアンケート調査や事業説明会を開催し、平成 27 年度から

実施するため、今回関係する条例をご提案しているところでございます。この

制度は、都会部では待機児童の減少を一番の課題として実施されますが、本町

では働くお母さん方の負担軽減事業として捉え、現在の平日最大午後 5 時 30 分

までの保育時間を、家庭の実情に合わせて、希望により最大 6 時 30 分までの保

育が可能となります。この「認定こども園」に関しましては、国の法整備が遅

れたことで町条例の制定が遅れております。そういうことで、本議会の条例制

定を待たずに募集業務を前倒しの形で行っておりますので、なにとぞご理解を

お願いいたします。 

 次に社会教育関係では、3 年連続で挑戦する形になっておりました、「長崎の

教会群とキリスト教関連遺産」のユネスコへの国内推薦が 1 月 16 日に閣議決定

され、正式な推薦書が提出されております。このことは、これまでこの事業に

関わっていただいた多くの方々のご努力のおかげであると、心からお礼を申し

上げます。先日、中村知事を団長とする「長崎県訪欧団」の一員として、他の

自治体の首長さんと一緒にユネスコ本部とバチカン法王庁に、支援をお願いに

行ってまいりました。結果は、新聞・テレビ等で報道されていますので、皆さ

んもご存じと思いますが、バチカンの全面応援が確約されておりまして、指定

に向け大きく前進しています。しかしながら、現時点では国内推薦が決定した

段階でありまして、ユネスコの世界文化遺産としての決定をいただくまで、今

後とも構成資産を有する関係自治体や県・文化庁と一致団結しまして本登録へ

の努力が必要と考えており、旧野首教会がある野崎島の保存整備事業が今後、

重要な課題となってきますが、まずは今年９月に予定されておりますユネスコ

の諮問機関であるイコモスという団体の現地視察に向けた対応が一番の課題で

あり、その準備に万全を期していかなければならないと考えまして、予算措置

をしております。 

また、町に御寄贈をいただきました国指定「重要文化的景観の重要な構成資

産」であります尼忠東店も、昔ながらの様相を維持した改修工事が終了し、高

齢者等の集いと憩いの場、また集会の場としての供用を新年度からスタートす

る予定としております。 

 そのほか社会教育関係では、放課後子ども教室も、民間アドバイザーの献身

的なご協力をいただき、学習のサポートや様々な体験メニューを企画実施し、

保護者の方々から感謝の声をいただいております。高齢者学級・婦人学級にお

いても、ここ数年にない多くの町民の方々が参加され充実した生きがい促進活

動を展開しているところでございます。 
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 診療所につきましては、新年度も常勤医師 2 名での診療体制を継続し、町民

の医療・福祉の向上に努めてまいります。医師 2 名体制を継続していくために、

代診応援の活用や研修医の積極的な受入により、常勤医師の負担軽減を図って

まいります。また 27 年度においては、長崎医療センターほか 7 施設から 27 名

の研修医が確定しております。地域医療についての経験や興味を持ってもらう

ことにより、将来の診療所の医師確保に繋がるのではないかと考えております。

看護師につきましては、4 月から、期限付きではございますが、1 名を採用する

こととしており、引き続き、医療スタッフの充実、特に看護師確保とスキルア

ップにつきましても、努力してまいります。新年度も患者負担の軽減のために

専門医を招へいして、専門外来を引き続き実施してまいりますし、新たな専門

外来の可能性について、県をはじめ関係機関への働きかけを行っていきたいと

考えております。診療所の運営につきましては、少子高齢化に対応した予防医

療、検査などの充実を図るとともに、併設する健康管理センターと連携して、

特定健診や各種ガン検診の受診を積極的に推進し、疾病の早期発見と疾病予防

につなげてまいりたいと考えています。また、ジェネリック医薬品の導入も継

続的に進め、患者負担の軽減に努めるとともに、安定した運営を目指してまい

ります。 

第 4 次小値賀町総合計画にもあります診療所の建替えにおいては、診療所内

において現施設の問題点や、新しい施設への要望などの意見集約も行っており

まして、診療所建替えに向けた準備も進めてまいります。平成 27 年度も、町内

唯一の医療機関として安定した医療を提供し、町民が安心できる医療行政を進

めて参る所存でございます。 

次に、平成27年度当初予算でありますが、一般会計予算の予算額は25億6,600

万円であり、昨年度当初予算に比較しまして 10.6％、3 億 400 万円の減額、特

別会計の予算額は、7 会計で 17 億 4,860 万円であり、昨年度当初予算と比較し、

0.7％、1,147 万円の増額となっております。 

次に、平成 26 年度補正予算でありますが、今回の補正額は一般会計        

1 億 4,356 万円の増額補正で、この結果、平成 26 年度一般会計の予算総額は、

31 億 5,986 万 7,000 円となります。 

特別会計は 5 会計で、4,472 万 5,000 円の減額補正をいたしております。 

なお、小値賀町行政手続条例の一部を改正する条例案等、19 件の案件につき

ましては、説明を省略させていただきますので、ご了承を賜りたいと存じます。  

本定例会には、議案 33 件の審議案件をご提案しております。 

慎重にご審議の上、適正なご決定を賜りますようお願いいたします。 

なお、議案の提案理由及び内容については、その都度ご説明いたしますが、

詳細につきましては担当から補足説明をいたさせますので、よろしくお願いを
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申し上げます。   

議長（立石隆教） これで施政方針を終わります。 

 

日程第 4、一般質問を行います。 

 質問の通告がありましたので、順次発言を許します。 

なお、関連質問はご遠慮願います。       3 番・宮﨑良保議員 

3 番（宮﨑良保） おはようございます。 

一昨日は高校の卒業式サプライズ、感動いたしました。 

町長においても、就任して、早いもので 4 カ年が過ぎようとしております。

間もなく任期を迎えるにあたり、様々な記憶が蘇ってくるものと推察をしてお

ります。4 年前は町長はマニフェストとして、医療、福祉、教育の充実による安

心で住みよい町づくり、そして基幹産業の振興による活力ある町づくり、更に

は永年の行政経験を活かした公平、公正で計画性のある町づくりを掲げ、町長

に当選をいたしました。それから 4 年間の間に敬老祝金の一律支給条例に始ま

り、また小中学校建設に伴う学校給食の創設など、若いお母さんたちの労力を

軽減し、子育て支援の方策の位置づけを明確にさせ、更には特別養護老人ホー

ムの増設に目処を付けられました。また、福祉事務所の創設など、町民の安心、

安全な生活感実現のため努力をいたし、また産業振興事業においては燃油高騰

による漁業経営が厳しくなる中、全国で初めての水産物の運搬にかかる補助金

の創設など、国や県をも動かし、多額の輸送運賃の補助金も確保いたしました。

公平、公正の運営についても、職員配置などに分かるように、行政に空白期間

を置かなかったり、数えるとキリがありません。 

町長自身、この 4 年間の実績をどのように自己評価し、やり残したことはな

かったのか。また議会に対しても様々な要望があったと思いますけども、ほか

に要望がなかったのかどうか。 

次に、4 月に統一地方選挙があります。2 期目を目指す考えはあるのか。また

目指すとしたら、今後の小値賀町の姿を考えながら、どのような町づくりを目

指すのか、その指針を伺います。 

 再質問は、質問者席から行います。 

議長（立石隆教） 町 長 

町長（西 浩三） 宮﨑議員の質問にお答えをいたしますが、確かに 4 年を経

過しまして、今改めて振り返ってみますと、長かったようで短かった 4 年間で

あったというのが第一印象でございます。ご質問を機にこの 4 年間を思い起こ

してみましたが、特別に印象に残っていることがないほど、町長という職はか

なり激職でございまして、毎日毎日仕事に追われ、病気する暇もなく、元気で

今日を迎えることができたと思っておるところでございます。 
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 ご案内のように、今までマニフェストを基本に町民の皆さんとのお約束を忠

実に確実に実現するよう努力してまいりましたが、交渉相手が居る場合もござ

いまして実現できなかったことも多く、なかなか自分で自己評価をということ

でございますが、点数には表せないのかなと、そのように思っております。 

私、再出馬をするということで、その評価・審判は町民、有権者の皆さんに

していただきたい。その機会が生まれたと考えているところでございます。そ

ういう意味からも、「また選挙か」という町民の皆さんは少なくないかもしれま

せんが、選挙が執行され、それぞれの候補の政策や、町政の目指す方向性を町

民の皆さんに直接訴えること機会ができることは、大変良いことではないかと

思っております。 

この 4 年間、特に力を入れてきたことは、この離島であります小値賀を安全

で安心して暮らせる町、そして元気のある町にしたい。農業・漁業の第 1 次産

業の振興で後継者を呼び戻し、宝の島とも言われるこの資源や自然の宝庫、小

値賀町を次の世代の人に引き継ぎたいとの思いで、目の前にありました離島振

興法の改正に取り組んでまいったところでございます。その間、1 期目の新米町

長にも関わらず、長崎県の離島振興協議会、また過疎地域自立促進協議会の副

会長の職を与えていただきまして、長崎県の市町村の最前線で国や県への働き

かけを担当することができました。また、北村誠吾代議士をはじめ、県選出の

国会議員の先生方、また自民党だけではなく政権与党であります公明党の先生

方にも、ありがたいご支援と協力をいただき、今では私の大きな財産となって

おります。また長崎県議会や長崎県庁にも、学校の先輩や後輩、小値賀の関係

者、小値賀の応援団、また友人のコネクションで、多くの方々のご支援をいた

だく態勢ができております。議会の皆さんのご協力もいただき、産業振興のた

めの燃油費の補助や輸送コストの削減も実現することができております。 

ただ思い残すことは、本土との航路の問題がございます。一部、施政方針で

も申し上げましたと思いますが、これは会社の都合もあり、なかなか進捗をし

ておりません。現在のところ離島振興法だけでは解決はできないのではないか

と、その思いがますます強くなってまいります。幸いにも町議会のほうでも、

国境離島活性化推進特別委員会が設置されておりますので、ここと一緒になっ

て問題の解決に当たりたいと考えております。 

もう 1 点、気がかりなことは交流人口の対策でございますが、世界遺産の問

題がございます。このことにつきましても、先程一部申し上げましたが、先日

の知事の訪問団に同行しまして、小値賀町にとっては野崎島の整備が遅れてお

りますので、その整備に全力を注ぐ必要もあります。また、はまゆうの建造に

ついても最終段階に差し掛かっております。 

そのほか教育環境の整備や一貫教育の進展によりまして、県内でトップの成
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績を残すまでになっております。関係者の献身的なご指導に感謝するとともに

大変喜んでいるところでございます。ご承知のようにユニークな校舎の建設、

完全給食等の実施で以前と比べ格段に環境が良くなっていると思っていますが、

ご存知のように国は、まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定を市町村に求め

ておりますので、去年の総合計画の策定により、これらの町づくりの方針が示

されておりますが、これを基礎にこれまでの施策を更に補強して、一段と地域

創生、地域再生を進める必要がある、そのように考えております。仕事・雇用

の確保政策についても、いろいろの構想がございますが、その内容については

これから順次、町民の皆さんと協議や相談をしていきたいと考えておりますの

で、この場での発言は私だけの発言になりまして、ある意味、公正を欠くとい

うことになりますので、詳細はお許しを願いたいと思っております。 

とにかくこの 4 年間、町民の皆さまのことを第一、公平・公正な町政に努め

たつもりでございます。今後も努めて、離島であるこの小値賀町をいつまでも

安全で安心して暮らせる町、そして元気のある町にし、次の世代に引き継ぎた

いとの強い思いが、再挑戦を決意させたということになるかと思います。 

また、議会に対する要望がないかとのご質問がございました。この 4 年間、

議会の皆さまのご協力をいただきながらご案内のとおりの、かなりの仕事をさ

せていただき、感謝をしているところでございます。議会と首長は車の両輪に

例えられまして、それぞれの立場で議論をすることになります。以前にも増し

て、この議会の本会議場での議論の機会は増えたのではないかと、私は感じて

おりますので、今後も機会を見て意見交換の場を増やすことができればと思っ

ているところでございます。そういう意味では、議会は現在計画中の議会の基

本条例を作られるということは、時代の流れでもあり、ちょうど良い好機では

ないかと考えております。これから各地域との連携、各機関、各団体との連携

が大事な時代になりますので、今までの政策を改めて見直すことも必要でしょ

うし、予算の確保についても一層の知恵や工夫が求められる時代が来ておりま

す。「継続は力なり」とも申します。町民のため、政策を切らすことなく引き続

き継続することで、町民の付託に応えていきたいとの思いで、2 期目を目指して

まいります。 

ご質問に対するお答えは以上でございますが、答弁漏れがありましたらご指

摘をいただければと思います。 

議長（立石隆教） 宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） 今、町長から 4 年間の反省というか、振り返りと、次に目指

す心意気を伺いました。私達小値賀町においては、やっぱり安心･安全な町づく

り、それと町の活性化、これが重要な問題であります。その第 1 点は、どうし

ても人口問題であろうと思います。特に農業･漁業の振興については、後継者を
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呼び戻し、資源や自然の宝庫としての小値賀町を次世代に引き継ぐということ

は、町長も私も同じ思いだと思います。小値賀の自然は、海に豊富な水産物、

陸にあっては様々な農産物を産出する土壌があります。私達はこの自然の中に

ある豊かさを大事にした時、自然を守ることがいかに大事なのかということが

考えられます。今、施政方針演説でもありましたけれども、自然を壊している

イノシシという招かざる客がここに発生をしております。予算を見ても、ワイ

ヤーメッシュ等購入を本年度並みに組んでいるようでございますけども、今後

新たに頭数制限とか、罠で捕獲とかでなくて、野崎からどんどんどんどん来て

おります。いかに囲んでも唐見崎、殿崎は野崎島からどんどん来ております。

野崎島も世界遺産の関係で、ますます荒廃をし、これ以上、荒廃してはいけな

いのかなと。絶対止めなければいけないと思っておるんですけども、こうした

イノシシの関係にですね、総合的に野崎島も小値賀島も、町長として今後、ど

のようにしたらいいのか、その考えがあったら伺いたいと思います。 

議長（立石隆教） 町 長 

町長（西 浩三） イノシシの問題、本当に小値賀町の、特に農業にとっては

大事なことだと思います。現在のところ、くくり罠等を増やすという対策と、

そのメッシュに頼ってるわけなんですけども、いずれにしても追い出し、頭数

を減らす努力をしなければいけないのは、もう間違いないところでございます

ので、今後、関係者と協議を重ねまして、野崎島はもちろんですけども、小値

賀の本島についてもですね、追い出し作戦なり、また聞くところによりますと、

罠を改良する必要があるんじゃないかという声も聞いておりますので、必要が

あれば補正で対応させていただくようなことを、今考えておるところでござい

ます。   

議長（立石隆教） 宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） このイノシシの罠については、30 名程度ですかね、罠の免

許証を持った人が小値賀におるわけですよね。しかし聞くところによると、そ

の半分も実行していない状況がここにあるわけです。そうしたことを考えます

と、やはりこうした人たちを、罠をして捕まえる講習なり何なりを年間に何回

かかけてですね、頭数の制限が絶対必要なんだよ、という認識を植えさせるこ

とも必要なのかなと思っております。 

今、農業については、これから水稲が始まります。本当に心配をしておりま

す。心配していると同時に、農家にとっては本当に悲しい、悔しい思いをして

いるわけですね。将来的というか、農産物じゃなくて、次は学童の道とか老人

の散歩する道、これらについても出てきているわけですね。非常に、産業振興

課だけでの対応は、これから厳しいんじゃなかろうかと思うわけですけども、

そういった関係でプロジェクトチームとか専任の職員を置くとかですね。今の
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産業振興課の職員は本当に一生懸命やっているとは思います。私達も何かあれ

ば、そこに行ってお願いをしているわけですけども、やはり産業振興課という

ほかの事業にも影響がありますので、専任の職員が必要なのかなという考えが

あるんですけども、町長はどう思われますか。 

議長（立石隆教） 宮﨑議員に申し上げます。 

質問事項から少し逸脱をしております。ですが、それもひとつの、今後どう

するのかということですから、1 問、2 問は認めたいと思いますが、そのことに

ついては、次は他のところで移っていただきたいと思います。 

 町    長 

町長（西 浩三） 数点に亘りまして、提案もございました。私達も、今のま

まではいけないという認識は持っておりますんで、先程ちょっと言いましたけ

ども、罠の改良も必要ですし、それで、あまりにも農家の人に負担がかかって

いるのかなという気がしますので、見回り隊的な、そういうことができないの

か、補修も兼ねて、点検も兼ねてですね。今、人夫さんたちを雇っております

ので、そこら辺を増員できないのかなという気がありますんで、そこら辺を検

討させていただきたいなと思っております。また、講習会につきましても、前

回確かほとんど個人負担なしで受けていただいていると思いますけども、熱心

にやっていただいている方、そうじゃない方おられるようでございますので、

そこら辺も奨励をしてですね、せっかく免許を持っているわけでございますし、

また免許がなければかけられないという法的な規制もありますんで、免許取得

者を増やすことも考えなくてはいけないでしょうし、そこら辺は当初予算が通

りましたら、その範囲内でまずやって、ということでやらせていただければな

と思っております。 

議長（立石隆教） 宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） 次に、町の活性化についてお伺いをしたいと思います。 

町の活性化を阻んでいる最大の要因は、やっぱり何といっても航路問題だろ

うと思います。国においても今国会中に提出されるであろう国境離島措置法の

中身に、国境離島の議長会は国に対して、航路・航空路の確保対策、産業振興

対策、離島地域振興のための地方債創設など、離島地域の振興対策に係る助成

措置を意見書として提出をしております。離島振興法とも合わせてですね、少

しでも早い解決のために要望していくべきと思いますけども、町長はどう考え

ますか。 

議長（立石隆教） 町 長 

町長（西 浩三） 確かに、私がいつも申し上げているとおり、この航路問題

が小値賀町の発展には是非必要だと考えております。先程もちょっと申し上げ

ましたが、九州商船という会社がございます。そういうことで、経営的にもな
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かなか成り立たないということで、ひとつも先に進まないわけでございますけ

ども、最近の情報によりますと、高速船を造りたいというのが九州商船の希望

のようでございますが、それを造っていただくのはいいんですけども、そのこ

とによって、九州商船で今、我々が要望しております新船へのリプレイス、こ

の事業に大きな影響が出てくるのではないかということを、佐世保市も懸念を

しております。私達もそのことがありますので、先程、議長会の活動について

ご案内がありましたけども、我々としましても今まで、先程も言いましたけど

も、離島議長会を通じて、いろいろ要望をやってきたわけですけども、これに

ももう限界があるのかなと。そういう意味では、離島議長会と考え方は全く一

緒でございます。また、それ以外にも 3 市 2 町の首長・議長会がございます。

そこら辺とも連携をしながらですね、この問題に当たりたいと思っております。

喫緊にやりたいなと考えていることが、佐世保市と連名で、長崎県の自民党支

部連合会長でもあります、また自民党の離島問題の会長さんでもあります谷川

代議士のところに佐世保市と一緒に要望活動をやろうということで今、佐世保

市と話を詰めているところでございます。ということで、議員もお考えと思い

ますけども、この問題、なかなか離島振興法だけでは解決ができないと思いま

すので、我々がいきます国境離島法、この特別措置でですね、こういう不便な

ところへの助成につきましては特別措置でやっていただくほうが、これしか方

法がないのかなという考えをしておりますので、今後ともその方面で努力をし

ていきたいと思っております。 

議長（立石隆教） 宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） この問題については、九州商船としても高速船を 1 隻、フェ

リーを 2 隻、新たに造る構想があるよということを聞いております。しかし高

速船が先に来るんだよという、その理由が分かりません。やはり私達としては

フェリーを、安くて安心して欠航なしで行けるフェリーのほうを早く造るのが、

早急に必要なのかなと私は思うんですけども、やはり、せっかく国は離島につ

いて、「離島に住みなさいよ」というために国境離島法も作るし、離島振興法も

作りました。これを十分に活用させて、これをどうしても造っていかなければ、

小値賀の振興にはならないと思います。今後も引き続き、要望をお願いしたい

と思っております。 

本年はですね、まち・ひと・しごと創生戦略の策定が必須になっているよう

です。9 月までに策定するということを聞いております。仕事･雇用の確保に関

する政策はやはり、行政のほうでも考えているようですけれども、小値賀町の

浮沈をかけた戦略を策定する必要があります。町長は先程、総合計画の中を留

意しながらそれに沿った形でその戦略を考えるということをおっしゃいました。

私達は議会でも、議会の総合計画を作っております。こちらのほうが若干、目
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的に沿った形で小値賀の人口問題等々について沿った形でやっているのかなと、

私は思うんですけども、それのことも考慮していただきたいなと思っておりま

す。行政サイドにおいては、ほかの事業もやはり、十分な懸案事項があります。

職員は一生懸命やってます。目いっぱいにやってるんですよ。それに、またま

たこういった計画の負担をかけるというのは、先程の施政演説の中でも厳しい

のかなという答弁がありましたとおりですね、私も十分に考えております。2 期

目を目指す町長としては、大変、厳しい選択が今後来ると思っております。私

達は、議会もですね、小値賀のために一生懸命やってるわけです。ですので、

町長、行政だけではできないところもあろうかと思うんですけども、こういっ

た、町民と対話をできるのは、町長よりも議会のほうができるだろうと私は思

っておりますので、その辺を議会に協力する要請っちゅうのは、今後ないのか

どうか、伺います。 

議長（立石隆教） 町 長 

町長（西 浩三） 今の問題、本当に大事なことだと思っております。総合計

画のところで一番大きな差っちゅうのは、その時もご指摘を受けましたけども、

我々行政のほうはどうしても確実なところで計画を立てておりますので、夢が

ないや、という話も十分承知をしておりますので、この際、総合戦略でござい

ますので、議会とも十分すり合わせをして、そして先程も言いましたけど、小

値賀町だけではやれない部分の戦略もかなり必要となってまいりますので、そ

こら辺の、先程、佐世保市と県北振興局、県のお話をしましたけども、そこら

辺とも十分調整をしていきながらやる必要があると思っておりますが、その前

にまず小値賀町としての戦略を立てる必要がございますので、その件につきま

しては議会もまた、このことについては特別委員会等を設置されるんじゃない

かと思いますので、そこは先程も申し上げましたとおり、議会と一緒になって

やっていきたいと、そのように思っておりますので、是非ご協力をお願いした

いと思っております。 

議長（立石隆教） 宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） 4 年前ですか、様々な、町長はマニフェストを作りました。

そのマニフェストで選挙をして戦いました。今後やはり、2 期目を目指すという

ことであれば、前のマニフェストよりも変わったマニフェストが必要であろう

かと思います。その 4 年間に行うべき事業の指針を問うことが重要と考えるマ

ニフェストについてですね、今答えることが、今考えているマニフェストの構

想があるかどうか、伺います。 

議長（立石隆教） 町 長 

町長（西 浩三） 当然、何をやろうということはございますけども、先程も

申し上げましたが、この議場で発言をするのは控えさせていただきたい。今後、
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マニフェストについては出させていただきます。そういうことでご理解をいた

だきたいと思います。 

議長（立石隆教） 宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） 最後の質問となりますけども、「継続は力である」というこ

とを町長が言いました。引き続き継続することで町民の付託に応えるというこ

とで、2 期目を目指す力強い意欲を感じております。昨年の高校の卒業式で末永

校長先生が言った言葉があります。現在放映されている大河ドラマの吉田松陰

先生の言葉ですけれども、「夢なきものに理想なし。理想なきものに計画なし。

計画なきもの実行なし。実行なきものに成功なし。故に夢なきものに成功なし。」

とあります。今後の町づくりでですね、今までやり残したことを含めたことに

ついて一生懸命、次の 2 期目でやろうと思うことがあろうことかと思いますけ

ども、町長には十分健康に留意をされて、夢を実現するよう努力していただき

たいと思います。 

これで一般質問を終わりますけども、最後に町長の今後の夢について一言伺

って、私の質問を終わります。 

議長（立石隆教） 町 長 

町長（西 浩三） 夢ということですんで、大きいことを言ってもいいのかも

しれませんけども、とりあえずですね、この人口減少問題を解決する必要があ

るというのは、皆さんと同じ考えです。それでまずは減少に歯止めをかける必

要があろうかと思います。そういうことで、これから若者が住みやすい町にす

る必要がありますので、かなり思い切った施策で人口を増やしていく。そのた

めにはやっぱり、働く職場を見つけなければならない。そういうことも含めま

してですね、やっていきたいと考えているところでございますので、今後とも

よろしくお願いをいたします。 

議長（立石隆教） これで宮﨑議員の一般質問を終わります。 

続いて、1 番・近藤育雄議員      

1 番（近藤育雄） 私は、土曜授業を実施することについて、教育長に質問をい

たします。 

 先日の新聞報道で、鹿児島県内 43 市町村の公立の全小中学校 752 校あります

けども、来年度の 2015 年から 1 学期もしくは 2 学期から、月に 1 回、第 2 土

曜日の午前 3 時間の土曜授業を導入することが掲載されました。県単位で実施

されるのは全国でも初めてだということです。土曜授業実施につきましては、

そもそも自民党の政権公約でもあり、文部科学大臣もそれを推進する立場をと

っております。また文科省は土曜授業について 3 つのタイプを想定しておりま

す。1 つ目に、通常の授業を土曜日に行う。つまり、教育課程内での土曜授業。

2 つ目に体験学習などの通常の授業ではできない取り組みを行う。これは教育課
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程外の土曜の課外授業ということです。3 つ目に、地域、保護者、民間企業など

と連携して多様な活動を行う。これを土曜学習と呼んでおります。今やってい

る放課後子ども教室などは、この土曜学習に入るのかなと思っております。私

は、最初に挙げました教育課程内の土曜授業を容認する立場にあります。 

さて、昨年の 4 月から実質解禁されました公立学校の土曜授業でありますけ

ども、その実施については、各自治体の教育委員会の判断に委ねられているの

が現状です。また、初年度である 2014 年度の実施率は全国的に見て 16.3％であ

りました。 

当町で土曜授業を実施するにあたっては、様々な課題もあるとは思いますけ

ども、今後は実施に向けた検討をしていく必要があると考えております。本件

について、教育長の考えを伺います。 

 なお、再質問があれば質問者席にて行います。 

議長（立石隆教） 教 育 長 

教育長（浦 幸一郎） 失礼いたします。 

 土曜日の教育活動については、文部科学省のほうで「土曜日の教育活動推進

プロジェクト」というプロジェクトが推進をされています。その中で、平成 25

年の 11 月には、土曜授業の実施に関わる学校教育法の施行規則の一部改正が行

われています。その内容は、先程、近藤議員が言われましたように、子どもた

ちに土曜日における充実した学習機会を提供する方策の 1 つとして土曜授業を

捉え、設置者の判断により土曜授業を行うことが可能であるというものです。

その形態についても、教育課程内の学校教育活動を行う、いわゆる土曜授業、

それから教育課程外の学校教育を行う土曜の課外授業、それから学校以外のも

のが主体となって希望者に対して学習等の機会の提供を行う土曜学習の 3 つの

形態に分類をされています。 

その中で近藤議員の質問は、教育課程内の学校教育活動を行う土曜授業につ

いて、当町でも今後、実施に向けた検討をしていく必要があるのではないかと

いうお尋ねだと思います。 

 土曜日の教育活動については、子どもたちにとって土曜日がより有意義なも

のになるように、学校と家庭と地域がお互いに連携し、役割分担をしながら取

り組みの充実を図っていくことが何より重要であり、様々な方策がある中で土

曜授業もその方策の 1 つと考えています。しかし現状ではいろいろな課題があ

りまして、なかなか難しい状況です。まず率直に言って、平成 14 年度から完全

実施をされてきた学校週 5 日制が定着している中で、何故また土曜授業なのか

という疑問があります。近藤議員が鹿児島の例を挙げられましたように、実施

校は少しずつ増えてきているものの、全国的に見ても 16.3％、そして実施して

いる学校の実施回数についても年 3 回以下という学校がほとんどです。全国的
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にも見て慎重に対応しているなという様子が伺われるところです。また長崎県

においても、先日、県のほうに問い合わせをしたんですが、平成 26 年度は教育

課程に位置づけた土曜授業の実施校は無いということでした。 

土曜授業を実施するについては、地域の実情、それから児童生徒の発達段階

や負担等を考慮していかなければならないと思います。今の小値賀町の小学生、

中学生の土曜日、日曜日の過ごし方や、それから地域の行事等もほとんど土曜

日、日曜日に実施されているという状況の中で、果たして土曜授業の時間が確

保できるのかどうか、大きな課題だと思っております。それから教職員の勤務

時間についても、週休日の振替と勤務条件の整備も必要になってきます。 

以上のようなことで、学校のほうともよく相談して検討していかなければと

思いますが、現時点では、なかなか難しいところがあるのではないかというふ

うに考えております。 

以上です。 

議長（立石隆教） 近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） 現実的になかなか難しいだろうということですけども、今後、

この議論は全国的に、あらゆるところで俎上にのってくるものと思っておりま

す。そのためにも、認識を共有するためにも、皆さんを含めて、学校週 5 日制

のこれまでの経緯をちょっと述べたいと思いますけれども。遡って 43 年ぐらい

前に、1972 年ですか、日教組の全国大会において、こういった考えが定義され

ました。それから 20 年を要してですね、やっとというか、1992 年に公立小中

高の多くで毎月第 2 土曜日が休業日となりました。これは記憶されていると思

います。その 3 年後には、第 2 土曜日を含めて第 4 土曜日も休業日となりまし

た。それを踏まえてでしょうけども、その流れが週休 2 日制の流れとともに進

んできたと思いますけども、さっき教育長が言われた平成 14 年ですか、7 年後

の 2002 年 4 月から、公立の小中高全部が完全に週 5 日制となっております。そ

れから今、13 年が経過してるということになりますね。そうとはいえ、条件内

であれば休業日の授業は容認されてきました。特に 2011 年度以降、脱ゆとり教

育、文言は皆さん知っていると思いますけども、脱ゆとり教育が実施されて授

業時間が増加したことから、授業時間確保のための条件内での土曜日授業の容

認の動きが広がってきております。パーセンテージからすればまだ少ないです

けども。また私立の学校では、休業日というのは学校側で決めるものでありま

すから、週 6 日制を続けている学校も少なくないというのが現状です。 

そこで土曜授業実施に、教育委員会、全国の、という前置きをしますけども、

慎重であるということを書かれております。 

当町の教育委員会では、委員会の中、または学校との会議の中で本件につい

て話し合われたことがあるのかどうか。もしあったとすれば、その内容につい



 - 18 - 

てお伺いいたします。 

議長（立石隆教） 教 育 長 

教育長（浦 幸一郎） 学校週 5 日制の趣旨ですが、平成 14 年度から始まって

おります。この時には、文部科学事務次官の通知として、学校週 5 日制は家庭

や地域社会での生活時間の比重を高めて、子どもたちが主体的に使える時間を

増やすということ。それから、子どもたちに社会体験や自然体験などの様々な

活動を体験、経験させるということ。そして生きる力を育んでいくんだという

ことが、もともとの趣旨でございます。これは文部科学事務次官の通知として

はっきり出されています。そして、各教育委員会、学校はこの趣旨の実現に向

けた取り組みを一層充実すること、というふうになっております。 

学校、それから教育委員会の中で、この土曜授業について話し合ったことが

あるかというお尋ねですが、先日、学校の校長先生方に尋ねてみましたところ、

「うーん、なかなか難しいねえ。」というご返事でした。具体的な中身につい

ては、まだ話をしておりません。 

議長（立石隆教） 近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） まだ具体的に話されてないということですが、先程の答弁の

中でですね、今じゃないんですけど、実施することの大きな目的については、

充実した学習機会を子どもたちに提供すること、この本質を忘れてはいけない

と思います。さっき言った 2011 年度から新学習指導要領で授業時間が増えてま

すですよね。増えてました。その増加分をこの 2011 年度から平日に上乗せされ

たということを聞いております。そのために平日の学校生活は窮屈になったと

も言われております。と聞いております。その実情については、実際、学校の

中あたりで、窮屈な感じで授業が行われているのか、そういった実情が分かれ

ばお伺いしたいです。小値賀町の場合で。 

議長（立石隆教） 教 育 長 

教育長（浦 幸一郎） 学習指導要領の改訂がありまして、週に何時間か増え

たことは事実でございます。先生方は本当に忙しいんですが、そのことによっ

て学習指導要領で定められている標準授業時数を確保していない、確保できな

いということはありません。現実としてですね。それからこの土曜授業の必要

性についてですが、例えばさっき言われたように学校のほうで標準授業時数を

確保できていないとか、あるいは小値賀の子どもたちの学力が極端に落ちてい

るとか、それから小値賀の土曜日の教育活動が何も行われていないとか、そう

いう状況があれば、しっかりと考えていかなければいけないと思いますが、今

のところ、そういう状況にはないと思います。むしろ小値賀の場合には、土曜

の教育活動は、他地区に比べて本当に充実してるんじゃないかなと思っていま

す。 
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議長（立石隆教） 近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） 確かに小値賀の教育レベルというのは、町長の発言にもあり

ましたし、県内では注目を集める学力テストの結果が出ていると思います。小

中高一貫教育あたりの成果がじわじわと出てきているのかとも思いますけども、

この実施するしないについてですね、興味あるデータがあるので 1 つ紹介した

いと思います。全国的な調査は入ってませんので、これはとある市、といって

もでかいですね、横浜市の教育委員会が取ったデータがあります。要するに賛

成なのか反対なのかということですけども、おおまかに言えば、保護者の多く

の方たち、概ね 7 割の方たちが土曜授業に賛成だという立場をとっておりまし

て、その中でも週に 1 回とか 2 回とか細かいデータを取ったら、週 2 回以上と

いうことを希望されている親御さんたちのパーセンテージがあります。教員は

どうかというと、想像できるかもしれませんけども、7 割が反対ですね。理由は

いろいろあるんですけども、教員の 7 割の反対の中で 3 割の人は賛成してるわ

けですね。イエスかノーかですから。その土曜授業実施に賛成の教員の方の話

でですね、平日の 6 校時目を土曜日に振り分けることによって子どもや教員の

負担を減らせるから、と答えた教員が 35％あるということを言っております。

そこで実施するにあたっての問題点等を探ってみますとですね、週休 2 日制の

中で土曜授業を行うためには、それによる教員の代替休暇をどう確保するかと

いうのが大きな問題に、障害というか、になってくると思います。現在の教員

は授業やその準備だけでなくて、クラブ活動などでも大きな時間を割かれてお

り、また近年は教員自身の研修や PTA や、児童生徒の指導以外の業務がますま

す増加してる傾向にあるという現状があります。その中で教師の負担軽減を図

るためには、いかにしてその事務作業を減らすか、教員に不必要な負担を課さ

ない工夫が必要であると考えられます。教師の負担軽減については、事務作業

の軽減はもとより、予算面からの制約もありますけれども、教員が休暇や休憩

時間、それと一番主なのは代替休暇を確保できるように代替教員を確保する必

要もあると考えられます。これは月に 1 回とかじゃなくて 2 回とか 3 回とか実

施する場合でしょうけども、そこで質問です。 

教員の負担軽減や代替休暇取得のあり方についてはどう考えますか。もし実

施されるとした場合ですね、そこをお伺いしたいと思います。 

議長（立石隆教） 教 育 長 

教育長（浦 幸一郎） 教職員の負担軽減については、確かに先生方は毎日の

授業、それから教材研究、いろんな議会等で忙しい思いをしています。ただそ

の中で、先生方はいろいろとお互いに協力し合いながら、工夫しながら教育活

動を実施しているという状況です。私は逆に、土曜日に授業を実施するという

ことになると、また負担が増えるんじゃないかなという考えを持っています。
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逆にですね。そこら辺を先生方がどういうふうに捉えるのかどうか知りません

が、実際にですね、中学校の先生なんかが特にそうなんですが、土曜日、日曜

日は部活動があります。その指導に当たっておられます。そして島外に出て行

って練習試合等も今、盛んにやっております。もちろん引率で付いて行きます。

そういう中で土曜授業を実施するとなると、その土曜授業に当てた時間には部

活動もできなくなりますし、島外への引率もできなくなるんじゃないかと考え

ております。そこら辺の調整は大事になってくるんじゃないかなと思います。

それから代替教員については、これもあったことに越したことはありません。

そういう制度ができればいいなというのは、日ごろ思っています。以上です。 

議長（立石隆教） 近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） また新聞報道を引用しますけれども、2 月の 17 日に長崎新

聞に、長崎県の土曜学習の普及推進ということで載っていました。これは土曜

日の学習活動についての、土曜学習ということの考えで、27 年度は助成してい

くよと、1,700 万円程度ですから大したあれじゃないと思うんですけれども、こ

の中で最後のほうで、新年度は県内 18 市町 197 箇所で実施される予定と書いて

ますけども、小値賀町はこれには入っているのか、いないのか、分かりますか

ね。 

議長（立石隆教） 教 育 長 

教育長（浦 幸一郎） 入っておりません。 

議長（立石隆教） 近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） 最後のほうになります。教育関係企業の研究チームの、そう

いった方の発言であるんですけども、何らかの形で土曜授業に踏み切る教育委

員会は、今後ほぼ確実に増えると思っている、と。その場合、通常の授業を土

曜日に実施して授業時間数を確保するのに留まるのか、それとも問題解決能力

などこれからの社会で必要とされる、いわゆる生きる力を身につけるための多

様な取り組みを、保護者や地域などと連携して実施するのか。教育委員会や学

校の姿勢が問われることとなる、という意見を述べておられますが、まあ「難

しいでしょう。」と、「緊急には無理かな。」という発言を教育長されました

けども、教育委員会の今後に向けた考え方をお伺いしておきたいと思います。 

議長（立石隆教） 教 育 長 

教育長（浦 幸一郎） 土曜授業については、先程答弁で言いましたように、

土曜日における教育活動を充実させるためのいろんな方策がある中で、その 1

つであるというふうに理解をしております。土曜授業をしなければいけないよ

うな状況が生まれたら、もちろん積極的にやっていきますし、条件整備も今後

整ってくると思いますので、学校ともよく相談しながら進めていきたいという

ふうに思っています。決して反対と言っているわけではありません。今の時点
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では、なかなか条件整備ができていませんし、すぐにということは難しいなと

いうことでございます。 

議長（立石隆教） 近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） たぶん鹿児島県の教育委員会あたりが動いたことで、これは

全国的に注視されると思いますけども、そういった流れが長崎県でも県の教育

委員会主導で出てくる可能性はあります。出て来た時に慌てないように、時々

の場においてですね、話をちょっとずつしていくということは大事かなと思っ

ております。教育長に対する質問はこれで終わりますけども、議長、これまで

の私の質問に対することで、町長及び執行部に申し上げたいことがあるんです

けども、発言よろしいでしょうか。 

議長（立石隆教） どうぞ。 

1 番（近藤育雄） ありがとうございます。 

 これまで 4 年間、私は 18 項目ぐらいについて、質問を投げかけてきました。

的を得た質問もあったかと思いますけども、答弁なんかがちぐはぐになったこ

とも多々あると思います。ただ、実現されたことも結構あると思います。課題

のないところに未来はないという言葉もあるように、小値賀町は今後、いっぱ

い課題を抱えておって、それらが質問に対して飛んでくると思います。 

特に、自分のことになりますが、拙い質問に対して丁寧なお答えをしていた

だき、感謝しております。今後とも、一町民に戻っていろんな提言を、何かを

通じて投げかけていきますので、よろしくお願いします。 

ありがとうございました。 

議長（立石隆教） 以上で、一般質問を終わります。 

しばらく休憩します。    

― 休 憩  午 前  11 時 20 分 ― 

― 再 開  午 前  11 時 29 分 ― 

議長（立石隆教） 再開します。 

 

日程第 5、発議第 2 号、小値賀町議会委員会条例の一部を改正する条例案を議

題とします。 

 本案について趣旨説明を求めます。 

 末永一朗議会運営委員会委員長 

議会運営委員会委員長（末永一朗） 発議第 2 号、小値賀町議会委員会条例の

一部を改正する条例案の趣旨説明をいたします。 

 第2条の改正は、議員定数が4月の一般選挙より10人から8人に変わるため、

常任委員会のうち総務文教厚生常任委員会と産業建設常任委員会の委員の定数

を 5 人から 6 人に変更するものです。 
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したがって、4 人の委員が 2 つの常任委員会を兼務することになります。 

 第 19 条の改正は、委員会への出席説明の要求の規定ですが、4 月 1 日から教

育委員会制度が変更されるため、教育委員会の委員長を教育委員会の教育長に

改めるものです。 

 また、本条例に目次がなかったため、題名の次に目次を付けるものです。 

 附則第 1 条として、この条例の執行期日を平成 27 年 4 月 1 日からとしていま

す。ただし、改正後の第 2 条の規定は、一般選挙後の議員任期開始日の平成 27

年 4 月 30 日からにしています。 

 附則第 2 条として、教育委員会委員長、教育長の経過措置を規定しています。 

 以上、趣旨説明を終わります。 

議長（立石隆教） これで趣旨説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、発議第 2 号、小値賀町議会委員会条例の一部を改正する条例案を

採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第 2 号、小値賀町議会委員会条例の一部を改正する条例案

は、原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 

日程第 6、議案第 3 号、小値賀町職員定数条例の一部を改正する条例案及び日

程第 7、議案第 5 号、小値賀町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例

案、並びに日程第 8、議案第 6 号、町長及び副町長の給与に関する条例の一部

を改正する条例案は、関連がありますので、一括議題としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第 6、議案第 3 号、日程第 7、議案第 5 号、日程第 8、議案

第 6 号を一括議題とします。 

 議案第 3 号、議案第 5 号、議案第 6 号の提案理由を求めます。 

 町    長 

町長（西 浩三） 議案第 3 号、小値賀町職員定数条例の一部を改正する条例

案、議案第 5 号、小値賀町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例案、

議案第 6 号、町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正する条例案につ

きましては、関連がございますので、一括して提案理由を申し上げます。 

 ご承知のように、昨年 6 月に地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改

正されたところでありまして、今回の改正は、上位法律の改正に伴う条例の改

正でございます。法律の改正経緯でございますが、従来、教育委員会は教育の

政治的中立性、継続性、安定性を担保するため、地方公共団体の長とは独立し

たものとして位置づけられておりました。しかし、昨今のいじめ問題や児童生

徒の生命身体を脅かすような重大な事案が生じる中で、事案への迅速な対応や

教育行政に対する権限と責任の所在が不明確である。また、地方公共団体の長

との連携がとれていない等の多くの課題が指摘されまして、有識者の教育再生

会議及び中央教育審議会の審議を経まして、今回の法律改正となったものでご

ざいます。 

 改正の一番大きなものは、教育委員長と教育長の身分でございますが、教育

委員長と教育長を一本化した新たな教育長を置くというもので、その教育長は

任期が 3 年で、首長が議会の同意を得て直接任命・罷免する形となります。こ

の改正で、教育委員長という独立した職はなくなり、また教育長の身分も、法

律上、教育公務員特例法から削除されまして、特別職の職員となります。 

それでは、各条例の改正中身について、裏面の新旧対照表でご説明をいたし

ますので、ご覧をいただきたいと思います。 

まず、第 3 号、職員定数条例の改正では、今回、地方公務員でなくなるため

に、括弧書き部分「教育長を除く」の部分が不要になるものでございます。 

次に、第 5 号、特別職報酬等審議会条例の改正は、今までも実質的にはこの

審議会に諮っておりましたが、今回の改正で身分が特別職ということに限定を

されましたので、教育長を付け加えるものでございます。 

同じく、第 6 号、町長及び副町長の給与に関する条例の改正も、条例名を含

めまして、特別職となった教育長を加えるものでございます。なお、教育長の

身分が教育公務員特例法から削除されたことで、条例で定めることとされてお

りました、「教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例」は不要に
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なりますので、附則で廃止する旨を謳っております。 

なお、これらの条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行するものでありますが、

法律に合わせて、現在の教育長の任期の間は、なお従前のままという経過措置

を設けております。 

以上、ご説明をいたしましたが、よろしくご審議の上、適正なるご決定を賜

りますようお願いをいたします。 

議長（立石隆教） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。                

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから、議案第 3 号、小値賀町職員定数条例の一部を改正する条例案につ

いて、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第 3 号、小値賀町職員定数条例の一部を改正する条例案を採

決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 3 号、小値賀町職員定数条例の一部を改正する条例案は、

原案のとおり可決されました。 

 

これから、議案第 5 号、小値賀町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する

条例案について、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第 5 号、小値賀町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する

条例案を採決します。 

お諮りします。 
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本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 5 号、小値賀町特別職報酬等審議会条例の一部を改正す

る条例案は、原案のとおり可決されました。 

 

これから、議案第 6 号、町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正す

る条例案について、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第 6 号、町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正す

る条例案を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 6 号、町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正

する条例案は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第 9、議案第 4 号、小値賀町各種委員等報酬及び費用弁償条例の一部を改

正する条例案を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。     町 長 

町長（西 浩三） 議案第 4 号、小値賀町各種委員等報酬及び費用弁償条例の

一部を改正する条例案について、ご説明をいたします。 

 改正の内容は 2 つございまして、地方教育行政法の改正を受けて、現在の教

育長の任期が切れると同時に、教育委員長職がなくなることによりまして、別

表にありました教育委員会委員長の報酬の廃止と、新たに学校給食共同調理場

運営委員会が設けられますので、その報酬を追加する改正でございます。 

なお、この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行するものでありますが、経過

措置として、現在の教育長の任期の期間、本年 9 月末まででございますが、そ

れまでは教育委員長の報酬の欄は残ることになります。 

したがいまして具体的に申し上げますと、平成 27 年 10 月 1 日から教育委員

長の職名はなくなり、新たな制度による教育長職ができるということでござい

ます。 
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よろしくご審議の上、適正なご決定を賜りますようお願いをいたします。 

議長（立石隆教） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第 4 号、小値賀町各種委員等報酬及び費用弁償条例の一部を

改正する条例案を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 4 号、小値賀町各種委員等報酬及び費用弁償条例の一部

を改正する条例案は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第 10、議案第 8号、小値賀町立小値賀こども園設置条例案を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。     町 長 

町長（西 浩三） 議案第 8 号、小値賀町立小値賀こども園設置条例案につい

て、提案理由のご説明をいたします。 

 国は 40 数万人と言われる、保育所等に入所できない待機児童の受け入れ施設

の整備と、子どもを産み育てる家庭の負担軽減策として、平成 18 年に関係法律

を制定しました。公立、私立を問わず補助金を交付し、施設の新設・増築等を

進めている状況にあります。 

小値賀町においては、平成 16 年に「幼保一元化特区」の認定を受けまして、

平成 17 年 4 月から、現在の幼稚園･保育所の合同保育事業を実施しているとこ

ろでございます。 

 今回、「保育所型」、「幼稚園型」、「幼保連携型」の 3 つの形態での認定こども

園の制度が確立をされたことで、小値賀町では幼保一元化での運用を実際、実

施していることで、一番最後に申し上げました「幼保連携型の認定こども園」

として国に申請を行い、本年 4 月から新制度での「小値賀町立小値賀こども園」



 - 27 - 

としての運用を開始する、そのために設置条例案を提出するものでございます。 

 従来ありました条例と異なる主な点は、保育時間の柔軟性ということになろ

うかと思いますが、保育園児につきましては 17 時 30 分までの保育時間の変更

が可能になります。幼稚園児の場合も退園時間以降も「預かり保育」として、

決められた日数以内であれば預けることが可能になります。 

また保育料につきましては、国は所得課税額からの算定で上限を決めており

ますが、その範囲内であれば各自治体に保育料の決定は任されております。子

育て支援の必要性から保育料の算定基準の変更はありましたが、概ね従来とさ

ほど変更がない料金設定になっております。 

なお、附則に記載してありますとおり、本条例案の提出によりまして、保育

所設置条例及び幼稚園設置条例は、廃止することになります。 

以上、提案理由をご説明いたしましたが、詳細につきましては担当より補足

説明をさせますので、よろしくご審議の上、適正なご決定を賜りますようお願

いをいたします。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） それでは、議案第 8 号、小値賀町立小値賀こども園設

置条例案の提案理由の説明をさせていただきます。 

 第 1 条、設置は、認定こども園を設置する法的根拠を定めております。 

 第 2 条、名称及び位置は、認定こども園の名称を「小値賀町立小値賀こども

園」とし、その所在地は、現在の幼稚園・保育所の位置であることを定めてい

ます。 

 第 3 条、職員は、ご覧のとおり定めております。 

 第 4 条、事業等は、就学前の子どもに関する教育・保育等の総合的な提供の

推進に関する法律第 10 条の内容としております。同法第 10 条では、「幼稚園教

育要領に基づく教育及び児童福祉法に基づく保育の内容に関する事項を遵守し

なければならない」とされております。 

 第 5 条、入園の資格は、法第 11 条に規定するものとしており、同法第 11 条

では、「認定こども園に入園できるものは、3 歳以上の子ども及び 3 歳未満の保

育を必要とする子どもとする」とされております。 

 第 6 条、入園の手続きは、規定に定める入園申込書を提出して、町長の入園

承諾を受けることを定めております。 

 第 7 条、入園の制限は、認定こども園の入園の制限と停止に関して、3 項目を

掲げております。 

 第 8 条、入園承諾の取消は、4 項目を想定して掲げております。 

 第 9 条、保育料は、別に本条例施行規則で定めるようにいたしております。

参考資料として、本条例案の施行規則案を配布しておりますので、その中の「小
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値賀こども園利用者負担額表」のとおりとしております。 

 第 10 条、保育料の減免は、町長の判断で保育料の減免及び免除の事項を定め

ております。 

 第 11 条、保育料の返還は、原則として返還しないことを定め、ただし町長が

特別な理由があると認める場合は、保育料の全部または一部を返還することが

できるとしております。 

 第 12 条は、委任事項を定めております。  

 附則事項として、第 1 項で、本条例は平成 27 年 4 月 1 日から施行するとして

おります。 

附則第 2 項は、入園申請の手続きを急ぐ必要があるため、本条例案制定前に

手続き等が行えることを記載しております。 

附則第 3 項で、小値賀町保育所設置条例、附則第 4 項で小値賀町立幼稚園設

置条例をそれぞれ、本条例案施行日の平成 27 年 4 月 1 日付けで廃止することに

いたしております。 

以上で、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

議長（立石隆教） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。               宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） 待ちに待った、こども園の設置が始まります。大変喜ばしい

ことだと思いますけども、第 7 条の入園の制限のことでお聞きしたいと思いま

す。そこの第 2 号の「こども園における保育に適合できないとき。」、あるい

は第 3 号の「前各号に掲げるもののほか、町長がこども園の管理運営上不適当

と認めたとき。」というのがありますけども、どういう時でしょうかね。 

ちょっと詳しくお答え願いたいと思います。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） お答えいたします。 

 第 7 条の 2 項と 3 項のご質問ですけども、第 7 条の 2 項は、保護者から離れ

ることがどうしてもできず、集団生活に支障があり、保育士がその児童だけに

大幅な保育時間を必要とすると判断する場合と想定をしております。3 項は、例

えば情緒障がい等で、他の入園児に危害を与える可能性が大きいと判断される

場合等を想定いたしております。 

議長（立石隆教） ただいまの答弁で 2 項、3 項と言いましたけど、号ですね。

2 号、3 号です。 

 ほかにありませんか。               近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） 園長名、園長さんはどなたがやることになっているのか。そ

れと看板の表示なんですけど、ちょっと先日、見に行ったんですけど、「小値
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賀町立小値賀幼稚園」と「笛吹保育所」とが並列して書かれてますよね。あれ

が「小値賀町立小値賀こども園」という看板になるのかどうか。そこの 2 点を

お伺いします。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） 2 つの質問にお答えいたします。 

 園長は、教育長が兼務をすることに、現状のままそれを引き継ぐことになり

ます。それと、看板につきましては、ここに掲げてありますとおり、「小値賀

町立小値賀こども園」という看板になります。 

議長（立石隆教） 近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） 今後は、この「小値賀町立小値賀こども園」というのが認識

されると思いますけども、施行規則が配られてきたんでちょっと読んでみたん

ですけども、申込書関係がありますよね。入園申込書とか、また退園とかある

んですかね、ここら辺の題目にですね、「認定こども園入園申込書」とか、そ

ういった表示がされてあるんですけど、これでいくのですかね。これ提出者は

町長に提出するんですよね。そうなればここら辺も、「認定こども園」とかっ

ていう、ちょっと分かりにくい言葉じゃなくて、「小値賀町立小値賀こども園

入園申込書」とか、そういったことに変えても、それはうちの自治体の判断で

良いんじゃないかと思うんですけども、どうでしょうかね。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） お答えいたします。 

 規則のほうにつきましては、本条例案が提出された後に教育委員会に諮るこ

とになりますので、そちらの意見も確認した上で対応をさせていただきたいと

思います。 

議長（立石隆教） ほかにありませんか。       岩 坪 議 員 

8 番（岩坪義光） 先程、宮﨑議員の質問と同じですけども、宮﨑議員の質問に

対して 2 号の場合ですね、保護者から離れられない場合と言っておられました

けれども、これは入園してからの制限ですか。それとも入園する前の制限です

か。ということは、保護者から離れられないっちゅうことは、実際に保育所っ

ちゅうか、こども園で預かってから分かることでしょうけん。 

それと 3 号の場合ですね、管理運営上の、先程、情緒不安定の場合とか言わ

れましたけども、過去にも保育所でちょっと障がい者の方を預かったこともあ

りますよね。ああいう子どもに対しては、どういうふうな感じを持っておられ

るのか。その点を伺います。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） お答えいたします。 

 第 2 号の件につきましては、条例の中に入園の制限と停止ということがあり
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ます。入園をされてから停止の場合を意味しておりまして、例えば 1 カ月、2

カ月保育をしてみて、大幅な時間を 1 人の子どもに取ることにより数名の子ど

もの面倒を見れないという状況があった時に、保護者との相談の上で、最終的

には町長の判断で停止をする場合があるということを想定しております。 

3 号に記載しております件につきましては、その子どもの、例えば情緒的な障

がい、知的な障がい、様々なことが想定をされますけれども、実際、入園する

時に、これについては認定申請書、認定の申請に対して審査をします。その中

で十分配慮を、検討をいたして、2 号認定と 3 号認定と承諾をするわけですが、

その際にもし見逃した場合等について、その時々で判断していくことについて

だろうかと思います。 

議長（立石隆教） 岩 坪 議 員 

8 番（岩坪義光） 2 号のほうは、ある程度分かりますけども、この 3 号の場合、

一応、入園する時の審議委員会等でいろいろ協議した上で受け入れをしていく

んでしょうけども、親とすれば、やっぱり自分の子どもが弱い立場であっても

地元で育てたいっちゅうのが強いんですよね。だからやっぱり、審議委員会も

ある程度考えてやるんでしょうけども、その点をもう一度、詳しく、内容っち

ゅうか、取り組み方をお聞きしたい。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） 第 3 号に関するご質問ですけども、過去にも過失とい

いますか、不慮の怪我等で病院に運んだりというケースが多々あったわけでご

ざいますけども、情緒障がい等と謳いましたのは、もしそういったことがあれ

ば、この認定こども園への移行制度は、働くお母さん方の軽減策にもなります

ので、そういった場合におきましては、町長また教育長とも十分相談をして、

例えば臨時的に職員を増員するとか、そういった方法も考えられると思います

ので、保護者の負担軽減に繋がる改善等の策を講じていくように努めたいと思

います。 

議長（立石隆教） ただいまの岩坪議員の質疑の趣旨は、町長がこども園の管

理運営上不適当と認めた時というのが、曖昧な表現なんですね。ですから本当

にそれがきちっとした、規定に基づいて不適当というふうになるんであれば、

「そういう条件がありますから」と言えるんで、もしそうであれば規則等に書

かなければいけない、ということになるんですね。ですから、もしここが曖昧

じゃなくて、「こういう場合は」ときちっと書いてある場合は、これでもいい

んだけども、「管理運営上不適当」という曖昧な発言については、非常に疑問

だなというのが、先程の質疑だったと思うんです。 

それに対してどうか、ということです。 

議長（立石隆教） 教 育 長 
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教育長（浦 幸一郎） 第 3 号の件ですけども、確かに「不適当」という言葉

の内容がどういう状況を指すのかということのお尋ねだと思いますが、これは

なかなか難しくて、小学校、中学校であれば、情緒障がい、それから学習障が

いの子どもは特別支援学級という学級があって、担任がちゃんとついています。

幼稚園はないんですね、そういう学級がですね。したがって、さっき言われた

ように臨時職員を雇って対応するとか、そういった方法を考えていかなければ

ならないと思うんですが、1 歳児健診、3 歳児健診、5 歳児健診という健診をや

っています。1 歳児、3 歳児の時にはそんなになかったのに、5 歳児健診で情緒

障がいの症状が現れたという例もあります。だからこの「不適当」という言葉

をですね、はっきり、こういう状況だというのは、難しいんじゃないかなと。

その時々に判断をしていかなければならないんじゃないかなと考えています。 

議長（立石隆教） ただいまの答弁ですけども、先程の岩坪議員の質疑の趣旨

から言えば、曖昧である、はっきり書けないというのであれば、もしその制限

を加えられたら、停止をした場合には、異議の申し立てができるぐらいのこと

が書いてなきゃ駄目でしょ。今の答弁であれば、少しこの条例案が片手落ちで

はないのかなという気もしますが、それについてはいかがですか。 

教 育 長 

教育長（浦 幸一郎） そのとおりだと思いますが、じゃあどういう表現にし

たらいいのかなということを考えた時に、難しいなと思うんですよね。「不適

当」というのをはっきり、どういうことが不適当なのか、その内容をはっきり

と、ということになると、どういうふうに表現したらいいのかなと考えます。 

さっき言ったように、その時、その時の状況で変わる場合もあるし、それか

ら子どもたちの家庭の状況とか、周りの子どもたちへの影響とか、いろんな条

件が考えられますので、「不適当」という内容をどういうふうに表現したらい

いのか、ちょっと悩んでます。 

議長（立石隆教） しばらく休憩します。 

― 休 憩  午 後   0 時 02 分 ― 

― 再 開  午 後   2 時 00 分 ― 

（休憩中に、給食室及び尼忠東店の現場視察） 

議長（立石隆教） 再開します。           教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） 先程の岩坪議員の質問に対して、お答えいたします。 

 施設の利用者の公平性を期するために、規則の中にその旨を謳い込んで対応

させていただきたいと思います。 

議長（立石隆教） ほかにありませんか。       岩 坪 議 員 

8 番（岩坪義光） 規則の中の認定こども園の入園基準の中に 5 項目、入園基準

が書いてありますけども、前の例規集の中には保育所の入園基準の中に、親の
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いない家庭も何か入園基準になっていたと思いますけども、今は最近、見られ

ませんけども、何年か前は家庭の事情があって、じいちゃん、ばあちゃんに育

てられて保育所に通ってた子もおったと思います。そういうふうな子どもさん

に対しては、どういう対応をするんでしょうか。それも、この基準の中に入れ

てもらえるんですか。 

議長（立石隆教） しばらく休憩します。 

― 休 憩  午 後   2 時 02 分 ― 

― 再 開  午 後   2 時 04 分 ― 

議長（立石隆教） 再開します。           福祉事務所長 

福祉事務所長（植村敏彦） お答えいたします。 

岩坪議員の質問に対して、記入上の注意の認定こども園の入園基準の欄で、

「同居の親族その他の者」というのが入っておりますので、先程言われた、親

が養育していない児童も入るというふうに考えております。 

議長（立石隆教） 岩 坪 議 員 

8 番（岩坪義光） これじゃあ、ちょっと理解しにくかですよね。前の例規集に

は、両親と別居している場合には、児童の面倒を見ている者が次のいずれの事

情にある場合っち書いちょっとですよね。こういうふうにあっさり書いたほう

が分かりやすいんじゃないかなと思うんですよね。この入園基準に記入する場

合に、ちょっと保護者も捉えにくいんじゃないかと思うんですけど。 

議長（立石隆教） 福祉事務所長 

福祉事務所長（植村敏彦） 分かりにくい文言になっておりますので、議員お

っしゃるとおり分かりやすい文言に変えたいというふうに思います。 

議長（立石隆教） ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第 8 号、小値賀町立小値賀こども園設置条例案を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 
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したがって、議案第 8 号、小値賀町立小値賀こども園設置条例案は、原案の

とおり可決されました。   

 

日程第 11、議案第 9 号、小値賀町学校給食共同調理場設置条例案を議題としま

す。 

本案について提案理由の説明を求めます。     町 長 

町長（西 浩三） 議案第 9 号、小値賀町学校給食共同調理場設置条例案につ

いて、提案理由のご説明をいたします。 

 長崎県で唯一学校給食を実施していなかった本町でありましたが、保護者ア

ンケートで 75％の保護者が学校給食の実施を希望されており、また学習指導要

領では学校給食を教材とした食育教育の推進が掲げられております。 

保護者説明会、また町内の食料品店との協議を重ね、地元食料品店からの食

材の納入、また地産地消の推進を図ることで、平成 25 年 9 月議会において学校

給食施設実施設計の予算が承認された学校給食共同調理場が無事完成をいたし、

近日中に落成の運びとなっております。 

今後、調理員の研修等を経て 6 月 1 日から小中学生への学校給食が始まる予

定となっておりますので、本案を提案するものでございます。 

 詳細については、担当より補足説明をさせますので、よろしくご審議の上、

適正なるご決定を賜りますようお願いをいたします。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） それでは、私のほうから説明をさせていただきます。 

 議案第 9 号、小値賀町学校給食共同調理場設置条例案の提案理由の説明をい

たします。 

 第 1 条、設置は、本施設を設置する法的根拠を定めております。 

 第 2 条、位置は、現在の小中学校と同じ地番ということになります。 

 第 3 条、職員は、本施設に必要な職員の配置を定めております。 

 第 4 条、職務は、前条の職員の職務を定めております。 

 第 5 条、運営委員会は、記述のとおり、本施設を円滑に運営するため、同委

員会を設置することを定めております。 

 第 6 条、調理の委託は、調理業務を他の団体に委託することができるとして

おります。この条項により、本施設の調理業務を小値賀町社会福祉協議会に委

託する予定でおります。 

 第 7 条は、委任事項を定めております。 

 なお、附則として、この条例は、平成 27 年 4 月 1 日から施行するとしており

ます。 

 以上で、本条例案の提案理由の説明を終わります。 
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議長（立石隆教） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第 9 号、小値賀町学校給食共同調理場設置条例案を採決しま

す。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 9 号、小値賀町学校給食共同調理場設置条例案は、原案

のとおり可決されました。   

 

日程第 12、議案第 10 号、商家尼忠東店の設置及び管理等に関する条例案を議

題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。     町 長 

町長（西 浩三） 議案第 10 号、商家尼忠東店の設置及び管理等に関する条例

案について、提案理由のご説明をいたします。 

 先に、町にご寄贈いただいておりました尼忠東店は、建物の位置が小値賀町

重要文化的景観選定区域であり、その中でも最も重要な構成資産として位置づ

けられている建造物で、奇しくも世界文化遺産候補とされている旧野首教会と

同じ明治 41 年に建設されております。 

当時の建築様式が顕著に残っておりまして、また本町の商業史の上でも大変

重要なものであることから、国･県の補助金を活用して 26 年度に改修に着手、

ほぼ事業が完了したところでございます。 

文化財につきましては、文化財保護法の第 1 条に、「文化財を保存し、且つそ

の活用を図り、もって国民の文化的活動に資するとともに、世界文化の進歩に

貢献することを目的とする。」と明記されておりまして、施錠されたままで使用

されない施設では保存の意味がないと考えております。そのため、今回の施設
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の完成に合わせて、施設の保存と活用の両面を考慮し、本条例案を提出するも

のでございます。 

詳細については、担当より説明をさせますので、よろしくご審議の上、適正

なるご決定を賜りますようお願いをいたします。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） それでは、議案第 10 号、商家尼忠東店の設置条例案の

提案理由の説明をいたします。 

 第 1 条、目的は、本条例案が、文化財保護法による重要文化的景観の選定区

域における重要な構成資産の適切な保存と有効な活用としての目的を明記いた

しております。 

 第 2 条、名称及び位置は、記載のとおりであります。 

 第 3 条、運用時間及び休館日は、通常の開館時間を小値賀交通バスの運行時

間も考慮して、午前 8 時半から午後 6 時までといたしております。 

 第 4 条、利用の許可は、前条の利用時間以外の利用がある場合の、事前の届

出及び許可について記載をしております。近隣地区の集会等の場合を想定して

おります。 

 第 5 条、利用料は、誰もが憩い、集えるコミュニティの場ということを考慮

し、無料といたしております。 

第 6 条、利用の制限につきましては、下記の 5 項目を明記しております。 

第 7 条、施設の毀損の届出は、利用者が施設内の設備及び備品を毀損した場

合の速やかな届出を明記しております。 

第 8 条、損害賠償は、施設・設備・備品等と毀損または滅失した場合の賠償

を謳っております。 

第 9 条は、委任事項を謳っております。 

附則として、本条例案は、平成 27 年 4 月 1 日から施行するといたしておりま

す。 

以上で、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

議長（立石隆教） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。               近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） 第 3 条の運用時間及び休館日の関係で質問いたします。 

通常の、わが町が施設する、例えば歴民とかは月曜日休みとかっていうのが

考えられますけど、ほとんど 1 年中空いてる状況、そして年末年始だけの何日

間だけが休む状況でありますけども、運営、管理あたりが非常に大事になって

くると思いますけども、管理・運営の概要について説明を求めます。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 
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教育次長（田川幸信） 近藤議員のご質問にお答えいたします。 

 管理・運営というご質問ですけども、この商家尼忠東店の所在地が、行政区

域で言いますと新町地区にあたります。新町地区のご厚意で、「自分たちの地

区に有った施設だから、自分たちが何か力になれないか。」と快いお申し出を

いただきまして、朝･夕の施錠、それと簡易的な清掃を新町地区の方にお願いを

する予定でおります。 

なお、例えば閉館、要するに年末年始のお正月前であるとか、お盆前につき

ましては、文化財関係の予算のほうの賃金で年に何度か大掛かりな清掃等は行

う予定でおります。 

議長（立石隆教） 伊 藤 議 員 

9 番（伊藤忠之） 今のに関連して、第 6 条で利用の制限というのがあります。

これには、先程、教育次長が説明したとおり新町の方で管理をするということ

ですけども、6 条で利用目的をいずれかの、1 号から 5 号までありますけども、

該当すると判断された場合にはと書いてありますけども、これは、もちろん新

町の管理者が町長のほうに連絡するんですかね。それとも普通の、近くの人が、

管理上良くないと判断した場合には、教育委員会のほうに連絡するんですかね。

ちょっと伺います。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） お答えいたします。 

 今、伊藤議員がおっしゃられた両面が想定できます。また、憩いの場、集い

の場としてますけども、一応、2 階の収蔵施設の管理もございますので、歴史民

俗資料館の職員であったり、うちの職員であったり、できるだけ 1 日に 1 回は

顔を出すように心がけるつもりでおります。 

議長（立石隆教） 伊 藤 議 員 

9 番（伊藤忠之） 同じく 6 条の第 2 号のですね、「単なる飲食を目的とする」

という判断ですけども、これはどこまで判断したらいいのかなという感じです

けども、例えば観光客が来て、お茶のペットボトルとかを持って入ってくるの

はいいと思うんですけども、「単なる飲食を目的として」とありますので、何

かの座を設けて、例えば新町の中の新年会とか稲荷講とかあるじゃないですか。

そういう目的で使うのはいいんですかね。そこら辺をちょっと説明をお願いし

ます。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） お答えいたします。 

 各地区の会合等の後、例えば今、議員さんおっしゃられた稲荷講であるとか、

次の年の役員さんを決める会合の後に、例えば俗に言うアルコール類が出る分

については、飲食を目的とした利用ではありませんので、それは可能といたし
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ております。 

ただし、文化財施設でありますので、火気だけは絶対に使えないように、例

えば冬の飲み会であっても、例えばですけどもガスボンベの火を使った鍋とか

ああいうのが絶対できないということにしております。 

議長（立石隆教） ほかにありませんか。       宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） 第 4 条のことでお聞きしたいと思います。 

「前条で規定する時間以外に利用する場合は、事前に教育委員会の許可を得

なければならない。」と書いております。第 3 条の第 2 号に「休館日は、年末

年始の 12 月 29 日から翌年 1 月 3 日まで」と書いてますけども、ここの中で、

例えば帰省客がここを利用したいとか、新町の人たちが利用したいという時は、

新町の判断で開けることができるんですかね。そして開けるとすれば、事前に

教育委員会に許可を得なければならないっちゅうことがちょっと引っかかるん

ですけども、事後でも構わないのか、その辺をどう考えているのか、伺います。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） 3 条で謳ってます、通常の運用時間を過ぎての利用につ

いては、事前にこちらに届出を出していただいて許可をすると。その旨につい

ては、新町地区の代表者の方に事前に連絡をするという体制になる予定です。 

議長（立石隆教） 宮 﨑 議 員 

3 番（宮﨑良保） それは分かるんですけども、例えば帰省客が 12 月 30 日に

来て、「ここができたけん、見てみたいな。」という時に、鍵は開けてくれる

のかっちゅうのはどうですかね。事前にそれを「開けてください。」っていう

のはちょっと難しいので、事後でそうしてもいいのかなという気がするんです

けども、どういう判断をしますか。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） 一応、休館日と謳っている以上は、開けないことが原

則と考えます。 

議長（立石隆教） ほかにありませんか。       近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） やはり 4 条関係なんですけども、時間以外に利用する場合は

当然、委員会の許可を得ると。時間内にですね、会合、それも、ある程度の会

議みたいなのを開く時には無届でしていいんですか。これは確認ですね。お願

いします。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） おっしゃるとおりでございます。 

議長（立石隆教） ほかにありませんか。       小 辻 議 員 

6 番（小辻隆治郎） この条項の中に管理人の規定がない。 

つまり新町の代表者が管理するというような規定は、非常に重要ではないか
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と考えます。おまけに時間帯がですね、8 時半から 6 時、施錠とか開錠はするん

だけど、それに常態的に、例えば誰が毀損したのか、どうなのかっていう確認

ができないのは、ちょっと不備ではないかと判断しますけども、いかがでしょ

うか。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） お答えいたします。 

 現在考えておりますのは、常駐の管理人は置かずに無条件で憩い集える場所

ということで設定をしておりまして、ただし、施設内に掲示物で、禁止事項で

あるとかそういった届け出の義務であるとかいったことは、お知らせ的に謳う

看板っていいますか、表示をする予定でいます。あとは当人が正直に申し出て

いただくことを望みます。 

議長（立石隆教） 小 辻 議 員 

6 番（小辻隆治郎） 言わんとすることは分からんではないんですけど、ただ文

化財でしょ。やけん、文化財やったら管理人がおるっちゅうのが普通ですよ。

しかし仮に、誰が毀損したか分からんのに、新町の代表者に責任を負わせるっ

ちゅうことは非常に、そして常態的にその人が朝から晩までいるということで

はないんでしょうから、非常に難しい問題も出てくるんじゃないのかなと。観

光客が入ってきた場合、それを管理するのは誰なのかっていう話ですたいね。

そういうことも含めてですね、もう少し、新町の代表者に責任を負わせるのは

ちょっと酷ではないかという問題もおそらく発生してくるんじゃないかと考え

ますけども、いかがでしょうか。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） 施設の維持･管理また防犯面等まで含めて、新町地区の

方にお願いをするわけではありません。先程言いました鍵の開け閉め、それか

ら簡易清掃だけですので、一応責任においては、町のほうが取るべきものと。

新町にそこまで責任を負わせることは考えておりません。 

議長（立石隆教） 小 辻 議 員 

6 番（小辻隆治郎） 確かに代表者に責任を負わすのはちょっと無理かもしれま

せんけど、それにつけてもですね、教育委員会が、あるいは町が責任を負うと

した場合には、そこに誰もいない状況の中でどう判断していくのか。ちょっと

少し何か、条件に不備があるんじゃないかと思います。誰もいないのに何か事

件が発生した場合、町が責任を負わんばいかんのか、教育委員会が責任を負わ

んばいかんのかというような問題の時、責任が今度は曖昧になってくるんじゃ

ないかと思いますけども。管理人の規定は、ある程度しっかり条項の中に入れ

たほうがいいんじゃないかと思いますけども、いかがでしょうか。 

議長（立石隆教） 教 育 次 長 
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教育次長（田川幸信） 小辻議員のおっしゃることも十分理解するところです

けども、本施設が、誰でも集い憩えるコミュニティの場ということで、保存と

有効な活用と考えておりまして、そこに例えば、玄関を開けると管理人が座っ

てるというような、俗にいう堅苦しい施設を考えているわけではありませんの

で、当然、そこで、もし何かの問題、事件等発生した場合には、教育委員会等

の責任になろうかと思いますけども、先程も申しましたとおり表示板等でご協

力を促して、憩い集えるコミュニティの場、また町外者との交流の場、有効な

活用として考えておりまして、管理面につきましては、教育委員会のほうの責

任下においてやっていこうと考えます。 

議長（立石隆教） 小 辻 議 員 

6 番（小辻隆治郎） もし、何か仮に教育委員会の責任に、あるいは町の責任と

いうことが発生すればですね、ある程度、あとで条例に加えるという仕組みに

なっていくかと思います。しかし、大きな損失っちゅうか被害を被った場合に、

とてもじゃない管理責任云々かんぬんの問題ではないような気もします。これ

は教育次長じゃなくて、町長の判断かなというふうに思いますけど、いかがで

しょうか。 

議長（立石隆教） 町 長 

町長（西 浩三） 今の議論を聞いておりまして、そういうことも十分考えら

れるかなと思っておりますけども、先程から次長が何回も繰り返してますよう

に、堅苦しい施設にしたくはないということで、この条例を作ったはずでござ

いますんで、これの運用については何回も会議をしてると聞いておりまして、

私も若干、管理にはちょっと難しい面があるなとは思っていたんですけども、

とりあえずこれでやらせていただいてですね、方法を検討させていただきたい

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

議長（立石隆教） よろしいですか。 

ほかにありませんか。              近 藤 議 員 

1 番（近藤育雄） 先程、雨の中を議員全員で見学させていただきました。見て、

ほんとにすごく良い施設だなと思ってます。利用のし甲斐によっては、特にこ

んな雨の中とかね、待合の意味においても良い場所になるかと思っております。

そこで、利用の制限、第 6 条関係になるかと思いますけども、やはり秩序が守

られながら 1 日通していかなければならないということで、第 1 号ですね、こ

の読み方を私がちょっと理解できないのかもしれないですけども、「利用者の

秩序を乱すおそれのあるとき」とあります。これはどっちを指してるのかな。

その利用したいと思う本人自体が秩序を乱すおそれがあると考えられるのか、

他の利用者の秩序を乱すおそれがあると考えるのか、両方なのか。そこら辺の

読みができなかったものですから、説明をお願いします。 
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議長（立石隆教） 教 育 次 長 

教育次長（田川幸信） 6 条の 1 号の件のご質問かと思いますけども、「利用者

の秩序を乱すおそれ」と考えております。つまり、利用者が憩い集っている場

に酔っ払いの方が入ってくるとか、そういったことを想定して、最初から飲酒

してそこに入ってくるということを「利用者の秩序を乱すおそれ」がある場合

という認識でおります。 

議長（立石隆教） よろしいですか。 

ほかにありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第 10 号、商家尼忠東店の設置及び管理等に関する条例案を採

決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第10号、商家尼忠東店の設置及び管理等に関する条例案は、

原案のとおり可決されました。   

 

お諮りします。 

 日程第 13、議案第 26 号から日程第 20、議案第 33 号までの、平成 27 年度小

値賀町各会計予算については、予算特別委員会を設置して付託する予定でござ

いますので、一括議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、日程第 13、議案第 26 号から日程第 20、議案第 33 号までの平

成 27 年度小値賀町各会計予算については、一括議題とします。 

議案第 26号から議案第 33号までの平成 27年度小値賀町各会計予算の提案理

由の説明を求めます。                町 長 

町長（西 浩三） 議案第 26 号、平成 27 年度小値賀町一般会計予算について
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ご説明いたします。 

平成 27 年度の小値賀町一般会計予算概要についてご説明申し上げますと、地

方統一選挙の年であり、当初予算については骨格予算となるところでございま

すが、施政方針でも述べましたように、地方創生は待ったなしでございますの

で、平成 26 年度補正予算と連携して、ほぼ通常ベースの予算編成規模となって

います。前年比で 3 億 400 万円、10.6％減の予算となっていますが、26 年度と

比較しますと、学校給食共同調理場ほか教育関係整備事業費が大きく減少した

ことが、大きな要因でございます。 

第 1 条は、2 頁の第 1 表『歳入歳出予算』に示しますとおり、歳入歳出予算の

総額を 25 億 6,600 万円とするものでございます。 

第 2 条は、7 頁の第 2 表『債務負担行為』に示しますとおり、平成 27 年度小

値賀町肉用牛経営規模拡大事業補助金で、利子補給に係る後年度支出の限度額

を計上しています。 

第 3 条は、8 頁の第 3 表『地方債』に示しますとおり、漁港事業、臨時財政対

策債、その他過疎債ソフト事業分に対して借入れる地方債の限度額、起債の方

法、利率、償還の方法を定めるもので、総額 1 億 1,700 万円となっております。 

第 4 条は、一時借入金の借入の最高額を、6 億円と定めるものでございます。 

第 5 条は、流用について定めるものでございます。 

 以上、概要をご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、適正なるご決定

を賜りますようお願いいたします。 

27 号以降、正式の名称を省略させていただく場合がありますので、ご了承お

願いいたします。 

議案第 27 号、平成 27 年度小値賀町国民健康保険事業特別会計予算をご説明

いたします。 

国は、皆様ご承知のように、国民健康保険制度を安定的に持続させるため、

構造問題の解決に向けての検討を進めておりましたが、平成 30 年度から、都道

府県単一化、いわゆる運営の主体を、都道府県が行うことを昨年末に決定いた

しました。このことを受けて国民健康保険法の改正案が、2 月 19 日にまとめら

れ、保険者の規定が、都道府県と市町村の共同保険者と位置づけられ、市町村

は都道府県に国保事業納付金、いわゆる分賦金を収める仕組みが決まったよう

でございます。 

基本的には、健全運営の中心的役割を都道府県が担い、保険料の賦課徴収、

資格関係や保健事業を市町が行うという、丁度、現在の後期高齢者医療事業の

ような役割分担が示されております。そういう中で、一方、今年の制度改正と

しまして、現在レセプト 1 件 30 万円以上の医療費が対象となっておりました保

険財政共同安定化事業が、すべての医療費まで拡大されることになりましたが、
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県調整交付金や交付金・拠出金等の算定方式が一部変更となる関係上、昨年と

予算額が大きく変動する箇所が生じているところでございます。 

これらのことを念頭に置きつつ、本年度の国民健康保険事業につきましては、

医療費の伸びを極力抑えた運営を計画しております。また、特定健診及び特定

保健指導事業につきましては、昨年同様の健診率 65％、指導率 45％と、国の基

準より目標を高めに置き、予防事業を積極的に進めていきたいと考えています。 

予算の概要ですが、第 1 条は、第 1 表に示しますとおり、歳入歳出予算の総

額を、5 億 4,940 万円とするものでございます。前年度と比較して 11.2％、5,545

万円の増ですが、大きな伸びは、先程ご説明いたしました共同事業に係るもの

でございます。 

次に、議案第 28 号、平成 27 年度小値賀町介護保険事業特別会計予算につい

て、ご説明いたします。 

介護保険事業については、第 5 期事業が、平成 26 年度で終了し、今年度から

第 6 期事業となります。介護報酬改定につきましては、2025 年に向けて、医療・

介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」

の構築を実現していくため、平成 26 年度制度改正を踏まえまして、中重度の要

介護者や認知症高齢者への対応の更なる強化、介護人材確保対策の推進、サー

ビス評価の適正化と効率的なサービス体制の構築といった基本的な考え方に基

づき、賃金・物価の状況、介護事業者の経営状況等を踏まえて介護報酬の改定

率を全体で 2.27％引き下げることとしております。 

 一方、本町の第 6 期事業の方向性としましては、第 5 期から開始している介

護予防を発展させ、2025 年を見据えて地域包括ケアシステムを構築していくこ

ととしております。第 1 号被保険者数の推移については、年々減少が続くと見

込んでおります。団塊の世代が 75 歳以上となる平成 37 年は 1,093 人で、ピー

クでありました平成 23 年度と比べますと 158 人の減となっておりますが、要支

援・要介護認定者数は年々増加すると見込んでおり、特に要介護 3 以上の増加

が見込まれます。そのような状況で、今後 3 年間の標準給付費を約 11 億 8,100

万円として運営を行う予定です。また、それに伴いまして、保険料は年金のみ

低所得者には大変な負担をお掛けしますが、前期を大幅に上回る約 1,120 円増

の月額 4,980 円を計画をしております。あ、すみません。5,000 円ちょっと超え

ることを、今、計画しているということでございます。 

今後は、地域住民や多様な社会資源と協働して課題の把握・解決を図る仕組

みを整備しまして、地域づくりをより一層推進していきたいと考えております。 

全体の予算規模は、対前年度比 0.7％増となっております。 

第 1 条は、第 1 表に示しますとおり、歳入歳出予算の総額を 4 億 3,000 万円

とするものでございます。 
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次に、議案第 29 号、平成 27 年度小値賀町後期高齢者医療事業特別会計予算

について、ご説明いたします。 

後期高齢者医療制度は、制度発足 8 年目を迎えました。この制度は設立当初

から各種の問題が指摘され、いろいろな検討がこれまでになされたことはご承

知のとおりでございますが、制度自体が国民の中に十分浸透していることによ

り、現行制度がそのまま継続されております。 

この事業会計では、長崎県の広域連合で決定しました保険料の賦課・徴収分

と、かかった医療費に対する町負担金を一般会計からこの特別会計に繰り入れ

て、それをまとめて広域連合に支出することが、主な業務となっております。 

ただ、保険料は平成 26 年度から県下全域均一となっておりまして、27 年度ま

で同様の率を適用した算定となります。医療費が県平均の約半分というこの実

態の中で、医療給付費と保険料の在り方について、広域連合や県と調整を図っ

てまいりましたが、法律改正が必要であることから、なかなか厳しい実情にな

っております。その代替策と言いますか、新規の保健事業補助金が制定されて、

本町もその適用を受けますので、保険料は上がりますが、一方では後期高齢者

の各種保健事業の無料化を今後は強化していきたいと考えております。 

第 1 条、第 1 表に示しますとおり、歳入歳出予算の総額を 4,540 万円とする

ものでございます。 

次に、議案第 30 号、平成 27 年度小値賀町渡船事業特別会計予算について、

ご説明をいたします。 

今年度の予算は、歳入では地域公共交通確保改善事業費補助金、はまゆう分

で 12 万 7,000 円の減額、さいかい分 142 万 2,000 円の減額、離島航路構造改革

補助金 456 万 1,000 円の減額が主なものでございます。 

また歳出では、離島航路構造改革事業にかかる調査事業委託料 432 万円の減

額、公債費の償還が前年度で終了したことによる 178 万 1,000 円の減額が主な

ものでございまして、歳入歳出予算の総額は、第 1 条のとおり 5,800 万円とし

ております。これは前年比マイナス 8.5％、540 万円の減でございます。 

次に、議案第31号、平成27年度小値賀町簡易水道事業特別会計予算について、

説明をいたします。 

 予算内容としましては、安全で安定的な水道水の供給を行える経常的な経費

としまして、平成 27 年度の予算総額を第 1 条のとおり、歳入歳出それぞれ 7,810

万円で、前年当初予算に対し 10.5%、920 万円の減額としております。 

 次に、議案第 32 号、平成 27 年度小値賀町下水道事業特別会計予算について、

ご説明いたします。 

 下水道の安定した運営を行えるよう、経常的な経費の計上と、昨年からの継

続であります、公共下水道台帳作成に引き続き、漁集・農集の台帳の作成を行
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い、将来の施設の維持補修に活用すると共に、長寿命化計画の基礎資料として、

今後、補助事業による施設の改修に繋げたいと考えております。 

平成 27 年度の予算総額は、歳入歳出それぞれ 1 億 6,870 万円で、前年度当初

予算に対し 12.8%、2,480 万円の減額としております。 

次に、議案第 33 号、平成 27 年度小値賀町国民健康保険診療所特別会計予算

の提案理由を説明いたします。 

国では、団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年に向けて、医療提供体制づく

りに力をいれているところであります。今後、医療・介護サービスを必要とす

る患者の増加が見込まれる中、急性期の医療から、在宅医療・介護まで、一連

のサービスを確保し、住み慣れた場所で安心して生活できるようにすることが、

非常に大きな課題となっております。町内唯一の医療機関である小値賀診療所

は、地域が抱える過疎・少子高齢化に対応すべく、診療体制の充実を図り、安

定した医療を町民に提供していく役割を今後も継続していく必要があります。 

予算編成においては、歳入では、入院患者・外来患者数の減による影響を勘

案した診療報酬の算出、歳出では、常勤医師 2 名体制の維持のため、代診医師

確保に伴う代診医師謝礼、専門医外来の実施、老朽化した医療器械等の更新を

柱とした予算編成を行っております。ますます厳しい運営が予想されますので、

引き続き運営の効率化、歳出削減を図ると共に、疾病の早期発見のための検査・

予防医療に努めながら、医療サービスの向上と安定した診療所経営を目指して

いきたいと思います。 

また、第 4 次小値賀町総合計画にもあげております、診療所の建て替えに向

けての準備も進めてまいります。 

予算の内容で、第 1 条は、歳入歳出予算の総額を 4 億 1,900 万円としており

ます。 

第 2 条は、地方債の規定で、ソフト事業の専門医外来確保事業で 300 万円、

医療機械器具購入事業にかかる地方債借入分 200 万円、合計 500 万円を計上し

ております。 

第 3 条は、歳出予算の流用に関する規定でございます。 

以上、平成 27 年度小値賀町国民健康保険診療所特別会計予算の概要を説明い

たしましたが、いずれも提案理由の説明は、これで終わりたいと思いますが、

よろしくご審議の上、適正なご決定を賜りますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

議長（立石隆教） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑に入りますが、本案については、特別委員会を設置して付託す

る予定でございますので、質疑に関しては、総括的なことに留めおき願いたい

と思います。 
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議案第 26 号から議案第 33 号までの、平成 27 年度小値賀町各会計予算につい

て、全会計にわたり、歳入歳出全般についてご質疑願います。 

質疑はありませんか。               伊 藤 議 員 

9 番（伊藤忠之） 一般会計でお伺いをしますが、先程、町長も施政方針とか予

算審議の中の説明の中でも、4 月の選挙を迎えての、本来なら人件費と物件費な

どの事務的経費で納めるところなんですが、今回は平成 27 年度分の総合計画に

よって、その事業を確実に進めなければならないというところで、前年度比よ

りも 3 億 400 万、マイナス 10.6％で今年度は予算を組んでおります。その中で

ちょっとお伺いしたいんですが、これは総務課長から前もらった資料ですね、

27 年度施行の主要事業の一覧表というのがあります。今回また新しくもらった

A4 の大きいやつがあるんですが、この中で、前もらったやつでですね、産業振

興課の農産物加工場、これが削除されております。そしてまた、建設課で町道

の野崎本道道路の測量基本設計、これの業務委託も今度の予算から削除されて

おりますので、この内容の説明をお願いします。 

議長（立石隆教） 総 務 課 長 

総務課長（中川一也） お答えいたします。 

 1 点目の農産加工場につきましては、資料を出した時点がですね、状況がまた

変わってきまして、国の補助予算枠が厳しいという状況の中で、新規のものが

認め難いという情報が、県のほうを通じて担当課に入ってきましたので、そう

いうことであれば、年度をずらさざるを得ないかもしれない。それはまあ、ま

だ今、状況がどう変わるか分からないので、補正予算で上がる可能性もあるか

と思いますけれども、現時点で当初予算に計上するのがちょっと厳しいなとい

うことで、今回計上しておりません。 

もう 1 点、野崎の調査につきましては、予算はやる予定で計上しております

が･･･。予算書のほうには載っておりますけれども、その一覧表にひょっとして

拾い漏れがあったかもしれませんので、その点は申し訳ないと思っております。 

議長（立石隆教） 伊 藤 議 員 

9 番（伊藤忠之） この農産物加工場は、できれば、今度は補正で振興基金で 1

億ぐらい積み立てておりますけども、そのようなものを使って、もしできれば

ですね、補助金でやれるもんやったら是非やりたいという気持ちは変わらない

んですね？ 

議長（立石隆教） 総 務 課 長 

総務課長（中川一也） 今言ったように補助金が 2 分の 1 ございますし、その

補助裏には過疎債等もできますので、できるだけ有利な財源を活用して、実施

する方向で考えています。 

議長（立石隆教） ほかにありませんか。 
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（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

お諮りします。 

議案第 26 号から議案第 33 号までをこの際、議長を除く 9 人の委員で構成す

る予算特別委員会を設置しこれに付託して、期間は会議規則第 46 条第 1 項の規

定により、3 月 6 日までに審査を終わるよう期限を付けることにしたいと思いま

す。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 26 号から議案第 33 号、平成 27 年度小値賀町各会計予算

の 8 件については、議長を除く 9 人の委員で構成する『予算特別委員会』を設

置し、これに付託して、3 月 6 日までに審査を終わるよう期限をつけることに決

定いたしました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました予算特別委員会委員の選任については、委員会条例

第 7 条第 2 項の規定により、伊藤忠之議員、岩坪義光議員、浦 英明議員、小

辻隆治郎議員、土川重佳議員、末永一朗議員、宮﨑良保議員、松屋治郎議員、

近藤育雄議員を指名したいと思います。  

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました方を予算特別委員会委員に選任すること

に決定しました。 

予算特別委員会の委員長及び副委員長は、委員会条例第 8 条第 2 項の規定及

び第 9 条の規定により、互選していただきます。 

しばらく休憩します。 

― 休 憩  午 後   2 時 57 分 ― 

― 再 開  午 後   2 時 57 分 ― 

議長（立石隆教） 再開します。 

 予算特別委員会の委員長及び副委員長が次のとおり決定し、通知を受けたの

で報告します。 

 委員長に伊藤忠之議員、副委員長に松屋治郎議員、以上のとおりです。 

 

日程第 21、発議第 3 号、地方創生まちづくり特別委員会設置についてを議題と
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します。 

 本案について趣旨説明を求めます。         伊 藤 議 員 

9 番（伊藤忠之） 私は、地方創生まちづくり特別委員会設置について、趣旨説

明をいたします。 

 昨年 5 月、日本創生会議人口問題検討分科会から、2040 年までに全国の市町

村の半分が消滅する可能性があるという衝撃的な報告がありました。その後、

人口減少問題が大きくクローズアップされ、国において、まち・ひと・しごと

と創生本部の設置、地方創生関連法案の制定に至ったことは、皆さんともご承

知のとおりであります。本町の人口につきましても、今後ますます減少してい

くことが予想されております。このような大幅な人口減少は、産業の活力の低

下や消費の縮小、地域集落の消滅など様々な問題を引き起こし、ひいては自治

体そのものの存続する危機を及ぼす可能性も否定できません。 

 これらの課題を克服するために、基礎自治体である市町村の役割はきわめて

大きく、地方と国の二人三脚で地方の特徴を最大限に活かした取り組みを求め

ております。国の施策を積極的に活用して、小値賀町の活性化と急激に進むこ

とが予想される人口減少に歯止めをかけるためには、小値賀町議会は町民の声

を聴き、国の地方創生策に対応する調査研究を行い、町民ニーズを反映した政

策の立案、提言をすることを目的とし、地方創生まちづくり特別委員会を設置

したいということであります。 

 よって、本定例会において、地方創生まちづくり特別委員会設置について、

ご提案申し上げます。 

本委員会は委員 8 人で構成し、閉会中においても継続調査ができるよう提案

申し上げるものであります。 

何卒、慎重にご審議の上、ご賛同をお願いいたします。 

 これで、趣旨説明を終わります。 

議長（立石隆教） しばらく休憩します。 

― 休 憩  午 後   3 時 01 分 ― 

― 再 開  午 後   3 時 05 分 ― 

議長（立石隆教） 再開します。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 
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（「反対討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 反対討論なしと認めます。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。        松 屋 議 員 

2 番（松屋治郎） 地方創生まちづくり特別委員会設置について、賛成の立場か

ら意見を述べさせていただきます。 

 「まち・ひと・しごと創生」の目的は、人口減少に歯止めをかけ、将来にわ

たって活力ある日本社会を維持していくためと言われております。そのもとと

なったのが、日本創生会議の座長である増田寛也氏が行った報告書であります。

その内容は、全国市区町村別の将来推計人口の中で、若年女性 20 歳から 39 歳

の人口減少率が 5 割を超える 896 自治体が消滅可能性自治体にあたるとしたこ

とであります。 

ちなみに小値賀町の人口は 2010 年で総人口 2,849 人、うち若年女性は 131

人。2040 年では総人口 1,075 人、若年女性は 32 名となっております。このま

までは、小値賀町は消滅してしまいます。縄文時代から人々が定住していたと

言われる、豊かで自然に恵まれたこの町が、昭和 25 年をピークに人口減少、少

子高齢化が進み、過疎化へと突き進んでおります。先人が血と汗で築いた小値

賀を、私達は後世に引き継ぐ必要があります。責任があります。幸いにして今

回は、国が国策として「まち・ひと・しごと創生案」を作成し、金・人・情報

の提供を行うとしており、小値賀町もこの機会を町の再生のための最後で最大

の機会と捉え、この「まち・ひと・しごと創生」について、全町民の血と汗と

思いをもって、すばらしい戦略を策定し実行することにより、活力ある、また

住み良い小値賀を安心して後世に引き継いでもらいたい。そのためには、地方

創生まちづくり特別委員会の設置が必要であり、また重要であると思うからで

あります。 

 以上、賛成討論を終わります。 

議長（立石隆教） ほかに討論はありませんか。 

（「賛成討論なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 賛成討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、発議第 3 号、地方創生まちづくり特別委員会設置についてを採決

します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第 3 号、地方創生まちづくり特別委員会設置については、
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原案のとおり可決されました。 

お諮りします。 

 地方創生まちづくりに関する問題について、8 人の委員で構成する地方創生ま

ちづくり特別委員会を設置し、これに付託して閉会中の継続審査にしたいと思

います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、8 人の委員で構成する地方創生まちづくり特別委員会として設置

し、これに付託して、閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

 お諮りします。 

 この委員会の審査については、審査が終了するまでにしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、この委員会の審査は、審査が終了するまでとします。 

ただいま設置されました、地方創生まちづくり特別委員会委員の選任につい

ては、委員会条例第 7 条の規定により、土川重佳議員、宮﨑良保議員、伊藤忠

之議員、岩坪義光議員、浦 英明議員、末永一朗議員、松屋治郎議員、近藤育

雄議員を指名したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（立石隆教） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました方を地方創生まちづくり特別委員会委員

に選任することに決定しました。 

委員長及び副委員長は、委員会条例第 8 条第 2 項の規定及び第 9 条第 1 項の

規定により、互選していただきます。 

しばらく休憩します。 

― 休 憩  午 後   3 時 11 分 ― 

― 再 開  午 後   3 時 11 分 ― 

議長（立石隆教） 再開します。 

 地方創生まちづくり特別委員会の委員長及び副委員長が次のとおり決定し、

通知を受けましたので報告します。 

 委員長に土川重佳議員、副委員長に宮﨑良保議員、以上のとおりであります。 

 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 
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 本日は、これにて散会します。 

 明日 3 月 4 日から 3 月 9 日まで、予算特別委員会等のため、休会します。 

 なお、3 月 10 日は、定刻の午前 10 時から開会します。 

 ご苦労さまでございました。 

 

 

 

― 午 後  3 時 11 分  散 会 ― 

 

（散会後、議場において、伊藤議員及び岩坪議員の功労賞伝達） 

（表彰状及び記念品贈呈） 


